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|巻頭言 技術と準問と教育の真髄

近年，技術殊に工業技術の進歩猿達はし、よいよ

念慈調で， 各専門の分野において. ~に日進月歩

の有様である。然し元来，技術なるものは人間の

必要から生れ，経験から得られる知識であり ，準問

は技術を整理統合して矛盾のないように鎧系づけ

たものである。工科の場合の喜界聞は主と Lて各種

の科撃である。従って率聞は技術とし、う果貨を生

み出す母胎であり，土壌である。そこで我々は与

問l'i[Jち科挙の各幕門分野のそれを良く消化し，身

につけておいてこそ，色々の新しい工業技術を生

み出 L.叉創造することが可能となるのである。

験後，産業特に工業方面の技術は長足の、進歩後

展をして，尖端の工業技術の華やかな準歩に舷惑

され，その緩接に暇のないほどであり，工業技術

の基礎となる基礎科率の方は，女々に稜表される

新技術の整理に手間どり，寧ろ遅れ勝ちの有機で

ある。然しそれにも拘らず技術と撃問の両日係はそ

の本末を混同しない様に良く識別しておかなけれ

ばならないと思う。工業の末端の，率問に基艇を

おかない，単なる技術に囚れて，その基{礎をなす

率問を疎かにしては，到底濁創j的な新しい技術が

生れることは難しいからである。

この意味で，昔から大事の教謀は，最終の専門

科目に進む迄，恰も煉瓦積をする様に，基礎の科

塁手や工撃の基礎を積み上げるのである。かく して

工科系大与さの膝用化準科においても，低事年で有

機，無機及び理論化事の様な基礎化事や数撃，物

理ll.化事工;撃その他，工撃の土豪となる率問に力

を入れているのである。そしてこれらの基礎の与

問の上に最終の日秘!として，日産m化率科の卒業生
が祉舎にでて，多くの場合，その職場となる，無

機及び有機化準工業の各専門分野の基礎となる事

["1の鎧系付けられた準問を教授するのである。こ
の工業化学ゐ専門分野においても亦，技術と謬!i¥]

はE差別されるべきであって，工業の絵り末端の，

塁手間に根底のない，擦なる技術を羅列していて

は，時間もない し， 寧ろ有害でさえある。工業化

壊の基礎準問を態系付けて教授すべきであるo

;flは大拳における専門科目の議義なるものは一

般の専門書籍とl司じ趣意であってはならないと思

う。.ePち専門の書籍ば凡ゆる階層の讃者を望号象と

食長 山 本 研

しているので，その専門にH目する凡ゆる題目を官会
す所なく記載記述して護者の利便に供するのが良

い。これに反し，大謬の専門教育の民の目標は事

問技術に聖母する王手生の認識を深め更にそれに針す

る情熱を掻立てることが究極の目的であると信ず

るのである。そしてそのためには教師は研究を遜

して異にマスターした所を，寧ろ，重始的に教え

なければ，到底，その目的は主主せられなし、と考え

るのである。

更に「教育は人なり」とし、う 言葉がある。その

例として私がまだ十代で欝1li1Jの中準時代の話があ

る。首時，初めて化撃という率科を教えられた

が，これを教えた事門の化率の先生が，今から考

えると，卓越した識見を持たれた先生で，難解な

所には必ず質験をして見せ叉， 特に興味を引く様

に数えられた。その影響で化率という与問こぞ自

分の性絡に泡し，生涯を通じて率ぶに償する謬問

であるという信念を輿えられて，上級率校〈の事

門の滋撲にも迷わなかったことを思い出す。その

後，色々な事1"]の塁手間jを教えられたが，その塁手間
が好きになるか否かは，委主えられるものの心掛け

やその外の影響もあるが，私の経験では，就中，

教える人如何に，かなりの比重があると信じてい

る。この賂からも拶生の面識さえ不可能、な程，多

数の塁手生を教育する現在の多くの大容致事了は虞の

教育からは程遠いものであろうと思う。私はこの

年になって，漸く，民の教育の難しさと，責任の

重大さというもの合痛感しているものである。

品土曾を益する立i1Rな猫創的工業技術とし、う果貨

は多くは美しく成長し花咲いた学問の成果である

が，それには基礎事科目が恨底をなすが，大卒の

低学年で教えるこの基礎拳;f;1を歓り無理やりに強
制したり，機械的に詰込ませたり して，王手|珂や技

術に針する情熱を失わせて tまっては角をためて

牛を殺すに等しく，元も子も失って しまうことに

なる。結局，教育は人にあり，教育の民髄は究極

において，率生が事問を愛好し将来，新しい猫創

的な技術を生み出す様，率問に針し飽くなき情熱

を植えつける様に，教師も情熱をもつことである

と痛感しておる次第である。

(昭.32.7.14)
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小委粉中のプロティナーゼの分離

及び精製について

星野 郎，武 富 昇

Studien uher die Gewinnung und die Reinigung 

der Proteinase im Weizenmehl 

von Jiro HOSHINO und Noboru TAKETOMI 

Die Versuche， die Proteinase im Weizenmehl im reinen Zustand zu isolieren， wurden durchge. 

fuhrt. Das Trennungsverhalten des proteolytischen Enzyms sowohl von der Saccharogen.Amylase 

als auch von anderen begleitenden Eiweisssto仔enwie Gluten， die im Extrakt aus dem Weizenmehl 

in grosser Menge enthalten sind， wurde durch die ubliche Extra】uion，Adsorption， Elution und 

Aussalzung untersucht. 

Es wurde gezeigt， dass man durch die Extraktion mit der 0.2 gesattigten Losung des Am. 

monsulfates relativ eiweissarme， ziemlich aktive Fermentlosung erhalten kann. Durch die Adsorp. 

tion an Aluminiumhydroxyd und nachherige Elution mit dem M/5-Acetatpu任ergemisch(pH = 3.2) 

wurde das proteolytische Enzym von der Saccharogen.Amylase und anderen begleitenden Eiweiss. 

stoffen abgetrennt. Da bei der Aussalzung mit festem Ammonsulfat die Proteinase und die 

Saccharogen.Amylase sich durchaus gleichartig verhalten， ist es unm凸glichsie gegenseitig abzu. 

trennen. Pie begleitenden Eiweissstoffe kann man jedoch durch die Aussalzung von dem Extrakt 

leicht beseitigen. 

Die Anwendung. der oben erwahnten fraktionierten Behandlungen hat den Reinheitsgrad der 

Proteinase achtfach erhoben. 

1.緒 言

小委粉中には多量のs-アミ ラーゼが含まれており ，
最近になって K.H. MeyerDらによって非常に煩雑な

方法ではあるが結晶として箪敵されている。これに針

して小姿粉中のプロティ ナーゼは非常に活性皮が低い

上に，プロティナーゼ以外の蛋白質が多量に含まれて

いるため純化が困難である。これ迄には B.S. Miller 

らめが小委粉中のプロテ 4ナーゼとかアξ ラーゼとを

pH及び熱に針する安定度の震によって分別し得る可

能性について指摘している報告があるに渇ぎない。

小委粉中のプロティ ナーゼはババイy型で・あるか否

かについては古くから論議されて来ているが，これら

の論嬢となっている賞験は，治んどすべて小委粉の懸

濁液か， ~はバン素地そのものについてなされたもの

であって充分であるとはいえない。

* 羊稲田大星島犬事院工皐研究科居室用化事専攻
料 早稲聞大手理工事部慮用化皐科教授

筆者等は先に小委粉から首轍緩衝液によって抽出し

た酵素液について，酵素率的性質及び若干の還元淘U，

酸化淘jの作用をしらべて報告したがわ， 酵素試籾を更

に純化したレペノLに於て論ずる必要を感じたので，小

委粉の抽出液中に多量に含まれている介アミ ラーゼ及

びグルテン等の蛋白質とプロティナーゼとの種々の分

別を試みた結果，純度を樹首に高めることが出来たの

で報告する。

2. 賞験方法

原糾小委粉は日本製粉株式禽j社製の準強力粉“金

鈴 "を使用した。

プロティナーゼカ債の測定にはカゼイ ンを基質とす

る Folin呈色法4)を用いた。但し酵素反際はカゼイ

ン濃度 1%， pH 4.0， 450 で2時間行わせた。叉酵素

j夜中に存在する蛋白質の 1M トリ タロル酢酸不溶部分

の沈澱化が相蛍困難なため，反態淡にト リクロノレ商標

添加後2日開放置し， 遠心分離を行って毛の上澄をと

‘2 キ 早稲田腹用化事曾報



りFolin試薬による夜色用に供した。プロテ 4ナ{ゼ

カ債の表示は， 上のような反感{際件下に酵素液 1ml 

中のプロテ 4ナーゼが作用して 1分間に生じたチロジ

ンの 7数を以てした。

s--アミラーゼカ僚の測定は， 2%可溶悩澱粉 5ml，

pH5.0の M/20酢酸緩衝液 4mlにM素液 Imlを加

え，450で1f時間反躍を行わせ，1 N-N(，OJ-I 1 mlを加

えて反際を停止させた後， 生成した還元糖を Somogyi

法めによって測定し，マルトースとして算出して決定

した。かアミラ{ゼカ債は，このような僚件下に 1分

間に生成したマルト{スの mg数を以て表わした。こ

れらの静素め純度は比活性度即ち酵素液 1ml中の蛋

向態窒素 1mgあたりの階素刀債を以て表わした。

3. 賓駿結果

1) 種々の溶媒による抽出

種々の溶媒を}I!いて原粉小委粉から直樹由出した酵

素液の示すプロテ ィナーゼ及びかアミラーゼカ債，

それらの純度及び作用比を表示すれば努1表の如くに

なる。抽出は 50gの小姿粉に 150mlの溶媒を加え

て充分混和し，一定i際件に放置後遺心分離した上澄を

とったものである。比較のために同じ材籾から水洗法

によって得たグルテン及びバパインについての値をも

掲げた。

第 1表: 種々の溶媒による小姿粉プロティナーゼ及びPーミラーゼの抽出

抽出 竺 lt:lJ;牌

酢竣緩衝液では短時間に多量のプロティ十ーゼが拍 トシ等は不通t誌である。 0.2飽和硫安溶液によれば非

出されて来るが，同時に蛋白質及びs-アミラーゼも多 常に純度の高い酵素液が得られる。これは後述するよ

量に抽出されるので純度は低い。蒸溜水によるとき うに，グノレテン等の蛋白質の大部分はこの濃度の硫安

は， 300， 24時間がプロティナ{ゼの抽出に最も有効 溶液に不溶であるが，フ・ロテ 4ナーゼは可溶である事

で酢霊堂緩衝液の場合に匹敵し，純度はその 2倍以上に に起因するものであろう。

‘達している。叉蒸溜水で、抽出するときはかアミラ{ゼ 倫グルテンについてみると，これが非常に多くのプ

はプロテ Jナ{ゼよりも速かに抽出され， 40に於ても ロティナーゼ及びβーアミラーゼを含んでおり，その量

300 に於けると向じ程度に抽出され得るのに反してプ は小褒粉中のプロテ 4ナーゼの竿ば以上を占めるもの

ロティ ナーゼは低湿では抽出されにくし、。従ってフ・ロ と考えられ，従ってグルテン中に含まれるプロテ 4ナ

ティ十戸ゼを抽出するには比較的高い温度で，しかも 戸ゼの密度は・，グルテン以外の小委粉成分中のそれの

長い1時間をかけねばならなし、。硫化水素飽和溶液で、拍 5"'6倍にも主主することになる。 種 の々 pHの緩衝波

出する時は，明らかにプロティナ{ゼの活性化が起つ によって抽出した酵素液中の蛋白含量と，プロティ ナ

たものと考えられる。グリセリ:/， ヱタノール，アセ ーゼ力僚との聞にほぼ比例関係が成立するという前

第 24差是 64務 (1957) * 3 * 



報3)の結果とも一致する事から，グルテ γ中に含まれ

ているプロティナ{セ・は患に水で抽出しただけでは遊

離してこない所謂結合型のものであると考えられる。

2) プロティナーゼと βーアZラーゼ及び爽雑蟹

自質との分別

以上の結果から以後の精製操作を行うための酵素原

液としては M/5酢霊堂緩衝液 (pH3.2)による抽出液

を用いた。これは純度は他に比べて高くはないが，短

時間に牧率よく 7・ロティナーゼを抽出し得る事，及び

この抽出液の pH4.4前後に於て本陣素の安定度が大

きくめ取扱に便なることによるものである。しかし多

量の蛋白質を含むため，その蛋白質との分別が精製上

の一つの大きな目標となった。

(A) 種々の吸着剤による分別吸着試験

種々の吸着剤によるプロティナ{ゼの被吸着性につ

いて議備的な試験を行った。吸着剤!としては珪藻土

(Super Cel)， 酸性白土，アル ミナ(武旧)，活性白

土，シリカゲル，活性炭 (Darco)及びアルミナクリー

ムめを使用し，夫々 pH4.4 i;こ於て吸着を行わせた。

珪漢土，酸性白土，アルミナ，活性白土及びシ リカゲ

ルは酵素液 10mlに釣し夫々 19づつを加えて 30分

間300 で吸着させ，活性炭は同じ割合でプフナ{漏斗

上に暦を作り，これに酵素液を一回遜過させた癒液，

アルミナクリ戸ムはその 8mlを 10mlの酵素液に加

えて水で 20mlとし， 30分間 300で放置したもので

ある。第2表にその結果を示す。珪藻土及び駿性白土

は殆んどプロティナ{ゼに聖母する吸着能を持たない

が，アルミナ，活性白土，ジリカゲル及び特にアルミ

ナクリームは良好な~着能を示した。 従 づて活性白

土，シリカゲJ~ 及ひ、アルミナグリ{ムを月_j \，、て吸着を

行わせ，プロテ 4ナーゼ，s-アミラ{ゼ及び蛋白質の
三者聞の分別が可能であるかどうかについて検討し

た。.Ii!Dち吸着剤jの添加量を獲えて夫々プロティナー

ゼ，s-アミラーゼ及び蛋白質の吸着曲線を重いてみる

と，活性白土及びシ リカゲルでは三つの曲線が殆んど

同じ経遁を辿るので吸着操作によっては互に分離する

ことが不可能であると考えられた。併しアルミナクリ

ームを使用する場合は，第1聞にみられるようにアル

ミナグリ戸ムの或る濃度以上に於てはプロティナーゼ

はほぼ 100%吸着され，s-アミラーゼも 80%近く吸

着されるに反して，蛋白質の大部分は吸着されずに滅

液中に残る。従ってこの方法によればプロティナーゼ

とかアミ ヲーゼとは互に分別することが不可能である

が，蛋白質とは比較的工合よく分けられる。

第 2表: 各種吸着剤jによるプロテ 4ナーゼ

100ト

q唖80f

着 60

辛
40 (%) 

の吸着

吸着
|吸着率

朔Ij I I (%) 

活性白土 90.5

シりカゲ、 yレ 64.8

アルミナク 9-ム 100 

ブロ子ィアーセ

o 2 4 6 8 
アルミ7クリーム添加 量cc

第 1闘 アルミナク日ームによる政策試験

(B) アルミ ナク リームに吸着されたプロテ 4ナー

ゼの溶離試験

上述の吸着試験によってプロティナ戸ゼとかアミ

ヲーゼとを比較的純粋な}伏態で吸着させるこが出来た

ので， 今度はこれを遁蛍な溶媒で~理する事にょうて

更に純粋にとり 出し得るか否かについて試験をした。

上記の方法によってプロテ 4ナーゼ等を吸着させた

アルミ十クリームを遠心分離によって上澄を分けて水

洗し，第3表に示すような各 pHの緩衝液を全容量が

20mlになるように加え，再び 30分間300 で振重量し

て溶離を行わせた。このようにして得た溶離液のフ・ロ

テ4ナーゼ及び s-アミヲーゼカ債及び夫々の比活性

度を示すと第3表のようになる。 pH3_2のM/5酢酸

緩衝液で溶離を行うときは吸着されていたフ・ロテ4ナ

【ゼの約 90%が回i吹され，原液に較べて純度も大幅

に高められている。之に到してβーア ミヲーゼは吸着さ

れた量の 22%が溶離するに過ぎないから爾酵素の作

用比も増大しでいる。

アルカリ側の燐霊堂緩衝液では殆んど溶離の効果がな

* 4 * 早稲田R雇用化事曾報



第 3表・ アル ミテグ リ{ムに吸着きれた酵素の溶離試験

I __ Iプロテ 4ナ戸ぜ Is-アミラ ーぜ |作用比
溶離溶媒 1pH 1----::一一::-T一一一一l一一一一「一 | 。
1. I究ず |比活性度|吻デ |比活性度 x附

酢酸

緩 衝液

(M/5) 

3.2189.512.79 123.3 

静素原液

198 1 14.1 

0.8 

3.5 

この場合に於ても二つの酵素はほぼ同

様の傾向を示している。即ち硫安飽和度

0.2-0.4の聞で、はプロテ 4ナ{ゼ， βーア

ミラーゼ共に 50%近くが盛析され，

0.6飽和に於てはプロテ 4ナ戸ゼは約90

%， βーアミヲーゼは75%が堕析される。

これに針して蛋白質の堕析はきをく異った

経過を示し， 0.02飽和という低濃度の

硫安で金蛋自の 46%が盟析され， 0.2 

飽和では 909るもの堕析が起る。従って

0.2"-'0.6飽和の盟祈区分をとれば，グル

テシ等の爽雑蛋白を殆ど含まない純度の

高い試粉が得られる。

その他等電沈澱法をも試みたが無効で

あった。アセト:Y，エタ ノーJL-等の有機

溶媒による沈澱でt主グルテνとの分別が

不可能である上に酵素の失活が起るため

い。向上の pH領域よりも駿性側で盤強-I!j峨ソ ー

〆，アルカリ側で孤霊堂一茨駿ソーダ緩衝液を用いて同

様の試みを行ったが，何れも効果がなかった。

に不遜蛍である。

(C) 硫安による分別盟祈試験

粉末硫安を添加する事によって酵素原液中のプロテ

4ナーゼ，トアミヲ戸ゼ及び蛋白質の分別試験を行っ

た。盛析の質施に際しては，プロティナ{ゼの最も安

定な pH4.4を保ち，氷冷しつつ充分な援狩下に種々

量の硫安を加えていった」数時間放置して沈搬を母液

と分離せしめてから，沈殿を同濃度の硫安溶液で洗

い， pH 4.0の酢酸緩衝液に溶解して酵素カ債及び蛋

白含量を測定した。その給果を第2闘に示す。縦軸に

酵素原液中に含まれる醇素力債及び蛋白質量を夫々

100とした場合の塵析E容を，横軸には硫安飽和度をと

った。

0~---0:2-- 04 0.6 0.8 
和度

第 2圃 硫安による騨析試験

4. 小表粉プロティナーゼの精製

以上述べて来た個々の分別操作の結果を考慮して，

第4表に示すような精製操作をす Lめた。その結果小

第 4表:小委粉プロティナーゼの精製

22H製操作1IJJZA土|竺3
7lii;出ltl:-:; トミ-lf
3 1禁iFE調 11 995 1 17330 1 096 1 132 1 

4 li2iiz叫 11 39.8 1-二~;-I 1.84 r 157 I 16.3 
第24巻 64鏡(1957) キ 5 本



凄粉中のプロテ 4ナーゼの純度を原液の約8傍に，叉

プロティナーゼとβーアミラーゼとの作用比を約4倍に

高める事が出来た。

5.総括

小委粉中のプロテ 4ナーゼを種Aの分別操作によっ

て βーア ミラーゼ及びグルテシ等の蛋白質から分離し

純化する事を試みた。

Tこの

この研究に試料を提供して下された日本製粉株式合

前士， 青山間氏に針し謝意を表します。

伶本研究費の一部は文部省科事研究費によった事を

附記する。

女 献

M/5酢酸緩衝液 (pH3.2)，硫化水素飽和水溶液， 1) K. H. Meyer， E. H. Fischer and A. Piquet， Helv. 

0.2飽和硫安溶液，蒸溜水等は小委粉から直接プロテ Chim. Acta， 34， 316 (1953) 

イナーゼを抽出するための溶媒として優れている。ア 2) B. S. Miller and J. A. Thonson， Cereal Chem.， 

ルミナクリームを用いて吸着させ， pH 3.2の M/5~f' 26， 359 (1949) 

酸緩衝液で溶離すれば，βーアミラーゼ及び蛋白質の大 3) 星野二郎，早感化報，22， 24 (1956) 

部分は除去し得る。硫安盟析による場合は 0.2-0.8 4) 荻原文二， Ann， Rep. Fac. Sci. Osaka Univ.， 

飽和の区分をとれば爽雑蛋白質の大部分は除かれる。 2，35 (1954) 

これらの分別操作を組合せて精製試験を行った結果， 5) M. Somogyi， J. Biol， Chem.， 160， 61 (1945) 

プロテ 4ナーゼの純度を原液の 8倍，叉プロティナー 6) 武官昇，工化， 38， 1246 (1935) 

ゼとかアミラ ーゼとの作用比を4倍に高める事が出来

下記規約によ P庚〈曾員よりの原稿を募集いたしま

す。報交，講義以外でも一般的に興味ある小交で適蛍

なものあらば御送り下さい。

「合員の，或は惑通信」の様な欄も設りたい と企宣

して唐ります。

投稿規約

(1) 報交は原則 として本誌に掲載される前に，未君主

表のも のである事。

(2) 聞及び表を合めて，報交は 500字，資料及び綜

説及び講義は10，000字以内 とする。叉，報交

に・は250語以内の英文要旨を付す事。

(3) 本文には平僚名を用い，原稿用紙に横書 とし，

原則 として常用漢字新僚名使いによる ζ と， i苛

原稿用紙は成可<400字詰程度のものを用いる

事。

(4) 文献は本文著者名の右肩に追呑裁を付し，本文

の最後にその呑鋭l慣に列記する事。

(5) 園面は必ず白紙に墨書 し， 挿入場所を指定 の

事。園は本誌掲載時の大きさの数倍に了寧に墨

書 し縮3蓄を考慮して特に圏中の文字は大量〈記

入の事。

(6) 其の他投稿規約上の詳細は日本化事曾投稿規定

に準ずる。

(の原稿の取捨，掲載11債序は編集委員舎に一任の

事。叉編集委員は原稿中の文字に就いて加除，

修正する事あるを承認されたい。

(8) 掲載報交， 講義等に針 してはJJIj鳳~ 30部をE首長

ずる。

(9) 原稿送先 東京都新宿直戸塚町早稲、回大皐

第一理工皐部感用化事科教室内 早稲田腹用化

皐曾編集宛

* 6 キ 早稲田慮用化事曾報



|報交 膝質土の接鰯的作用(続的

ORIGIHAL PAPER 長 >t* *ホ併

石川千七，大和田健次，横溝克巳

Catalytic Actions of ]apanese Colloidal Earth 

Heishichi Ishikawa， Kenzi Owada， Yoshimi Yokomizo 

(Absiract) 

In this report， the authors had researched on the Catalytic actions of ]apanese Colloidal Earth 

for theおllowingsubjects， 

( 1) Preparation of the Catalyst for the Catalytic Cracking of kerosene or fuel oil by ]apa. 

nese Colloidal Earth. 

( i) Relation between the two Catalytic Crackings of kerosene oil and Nacl under water 

vapour. 

( ii) Activities of ]apanese Colloidal Earth treated with sulphuric acid solutions under 

various Conditions. 

(iii) Optimum Conditions of Catalytic Cracking for kerosene with ]apanese Colloidal Earth. 

(iv) Comparison of activities to the Catalyst from Japanese Colloidal Earth with these 

ones in market at this country. 

(v) On molding process of the Catalyst. 

(vi) Degree of activity and it's characteristics of the powdered Catalyst for fluidization 

and Comparing with the others. 

( 2 ) Preparation process .of anhydrous Alcla Catalyst for .polymerization from exhausted liqor 

which was obtained from activated Catalyst. 

( i) Formation of the raw alumina from the liqor. 

(ii) Formation of Anhydrous Alcla from alumina mixed with Carbon by dry cl2 

(iii) The activity test of polymerization for octadecene with the Alcla Catalyst. 

( 3) Catalytic dεcomposing Action of Acetone by ]apanese Colloidal Earth. 

( i) Experimental results. 

(ii) Discussion of the results. 

(4) Catalytic decomposing or reforming of pine oil with ]apanese Colloidal Earth. 

( i) Purification of. Raw pine oil by the earth. 

(ii) Catalytic reforming for the distillate under 2000c of pine oil. 

(iii) Catalytic decomposition for the pine tar up 300oc. 

(iv) Flow sheet for purification of pine oil with ]apanese Colloidal Earth and this discus. 

slOn. 

( 5) Summery. 

( 4 )灯騒i自其他に謝する聴覚土及び

その加工物の獲鰐分解作用(績き〕

〈へ〉流観樹末鋼媒による灯健i自接鯛分解の性能紋

験結果

最近分解鯛媒として粉末鏑媒を灯軽油蒸気中に流動

暦たらしめ，旦反感温度 4500c前後でこれを透綾的に

i分解操作する所謂流動接鯛分解法(F.C.C.法〉が右手唱さ

れ本邦にてもその装置の建設をみつ』ある。この場合

の燭媒として前記未成型の穆質土よりの粉末燭媒の性

能を試験した。この試験は本邦某社製油所内に建設さ

れた F.C.C.袋置に使用する目的で本邦の代表的接鰯

本早稲田大事理工事部慮用化事科教授 料同研究室 柿*同研究室
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第 15表 Filtrol Coorporationにより 日本製鰯媒の試験結果

製造 者IN.I白 IM. Co. I M. Co. I Tω ! T. Co. I Filtro1 Co 
紙料呑 鋭 IN.c.o.1 A I B I CR-2 I CR-3 : Grade 58 
D/L活性度 I0<:) Ii ')(¥ ^ 1 ')0 0 0，4 1") 01  {¥ 

I 33.0 I 30.0 I 38.8 I 34.2 ! 31.0 I 46.5 〈]erseyMethod)1 v"'>.V oJV.V I 0)0.0  oJ"t.L.. oJ.L.V I 

ガス生成 量 1 n ~ 1 '̂  ^ ~ ^ ~ ^ 1 ~ n I 
I 8.7 I 10.3 I 6.3 I 7.2 I 6.8 i 8.9 (vrt ~) 1 0 .1 1 <V.V 1 v.v ! I.~ 1 v.U i 

コゲス密度(1)1 0.6451 0.598 t 0.8721 0.7051 0.7151 0.913 

亙唖司王1 _2_:~s. _1 _!!~I玉三二E
ガス生成係数(2)1 1. 7 1 2. 2 0.9 1 1. 3 1 1. 38 1 ー

見掛密度 1 0.681 0.801 0.871 0.72 1 0.64 1 一

流動層 Lb/ft31 11.2 1 14.0 1 19.7 1 17.7 1 16.8 29.3 

静止層 Lb/ft3121.2 1 26.0 1 33.7 1 30.0 1 27.4 1 38.7 

232ionTestゆI39.2 I 37.3 I 10.1 I 9.4 I 1.3 I 

分析結 果

5i O. 1 76.3 1 67.7 1 73.0 73.0 I 76.5 I 一

R203 

Fe203 

Ca 0 

Mg 0 

503 

17.3 1 29.3 1 23.4 1 21.7 1 17.2 

1.81 1 1.54 1 2.51 1 1.66 1 1.35 

2.49 1 0.54 1 0.87 1 0.66 1 0.52 

0.76 I 2.191 4.591 3.741 3.10 

0.94 1 1.98 1 0.51 1 0.55 I 0.72 

ーロ一日!二!二三|丑|二二
100目/linch通過199.9 1 99.8 1 99.8 1 99.8 1 99.8 1 99.0 
トー一一一一一一|一一一一ト一一1.---1一一一一ト |一一一一一

200目/1inch 1 97.2 1 97.4 1 88.0 1 95.6 1 93.8 1 76.0 

300目/linch 1 83.6 1 75.4 1 59.0 1 80.0 1 66.8 1 一

Roiier牙 祈t扇町「一一-1一一一一|一一一一|一一一一一一一一l
(vol~) 1 1 

o -20μ 

20 - 40μ 

45.8 I 26.9 I 29.2 I 38.8 I 35.1 

35.2 I 48.0 1 25.4 1 28.6 1 27.1 

10 

20 

主 Z二lYEi吾ivzl子
備巻 ( 1 )ガス密度が高いと H2が少〈て C.以上の Gaso1ine分が多い。

分解繍媒製造禽祉の代表的製品

(合成ゲノレ鰯媒と一部活性白土

に，Al (OH)3ゲ、ル等を沈着せ

しめた宇合成ゲ、}l-餓媒)と共に

行った。 この場合の穆質土よ り

の鯛媒 N.C.O.は穆質土を潔式

で粉砕し淘汰板で精製して爽雑

物を分離し沈降濃縮し更に癒過

した精製穆質土を使用し前記粒

朕鯛媒の場合に得られた製造最

趨i闘牛に基づき製出したもので
ある。向この試験の結果は米図

Fi1tro1 Co・orporationに依鎖し

て問所で、行はれた試験結果であ

る。従って試験法の詳細な操作

は不明である。

要するに以上の結果を綜合す

れば惨質土よ りの繍媒はその飲

需品と して粒径が小さ過ぎ，且つ

流動暦の粒子密度が小さすぎ更

に attrition特性に歓けて居る

事が認められる。叉長所として

は流動暦の密度が極めて小さい

にも拘らずその活性は良好であ

る。 即ち流動暦の 1Cub. ftの

重量が勝賞土鍋媒の場合，11.2 

Lbsであるに針し Fi1tro1のそ

れは 29.3Lbsであって約 2.6

倍である。 それ故に若し修質土

鍋媒の粒径分布を大なら しめる

か，叉はアル ミナゲル等の混和

と担和とによって粒子L流動麿の

密度を大なら しめ而かも鰯媒活

性菌は不告をであるとすると，こ

の場合の反陵速度が密度に比例

することが考えられて活性皮は

その流動暦の密度が同一の場合

は 33x2.6宇 86となる筈であ

る，然、し質際は粒径分布の場合

(2 )同-jt験燦件下に於て標準繍媒と比較して生成されるCarbonとGasの夫hの生成比

( 3) U-tube roller ana1ysis r.::於て20時間 Attritionによ る決定，との indexは比絞的の損失割合即ち

20μ 以下微粒チの生成を示すものである。例へば 30とは 50の indexの依ーの 20μ 以下の微粒子の
生成IlPちその損失を示す。

( 4) Matheson modification に よ って 0- 20μ は沈澱機より 逃散さ れ る粒子を 示す。 0~40μ は沈澱機

がない場合に逃散さ れるもの， 80-+が smoothcirculationとして満足すべき差墜を有する場合

に要求される粒径である。80+以上の大いさのものは劣等なAttritionの特性を示す。

* 8 キ 早稲田藤用化事曾



によってその活性面が減少するのであって，今字分に

減少したとすると 43になり Filtrolのそれと比肩すべ

きものが得られること Lなる。叉以上の鰯媒加工によ

って実に Attritiontestによる indexも亦 10以下と

なることも議恕される。叉粒径分布も 20~80μ に移動

することも容易と思はれる。要するに謬質土よりの鯛

媒は活性度が高いが微粉末が多く流動鰯媒としての2

ヨ史的性能である流動暦密度の小， attrition indexの大

が敏黙である，併しこの紋姑は前記成型法の示唆によ

って充分改良することが出来ると思ふ。

(2 ) 隠質土の賦活庖理廃液より無水箆化

アルミこウム製造法

該賦活o液中には統酸アルミニウムを多量に溶存し
て居り，前述の如く修質土より最も優秀な接鰯分解用

鰯媒を製造する場合には穆質土中のアルミナの約 70

%が溶出される結果となる。従って本章では衣の方法

で，この燈液より無水盤化アルミニウムを製造する方

法に闘し橡討した。その結果は Al金属より調製され

た無水型化アルミニウムに比し遜色なきものを得た。

(イ) 康液より原料 Al203の製造

アルミナ含有量約40%の謬質土乾燥原土 100gに針

し30%硫酸3QOccを使用した前記鰯媒製造法に準じ

底理し鰯媒 48gを得た。叉所合アルミナ中の約 70%

即ち約 28gの Al203を Aら(50')3として溶出する

事が議恕される。今この陵液 425ccにNH3として約

5%のアンモニア水，約 600ccを 60-1000Cで添加

しAl(OH)3の沈搬を究結させ，之を瀦別水洗し乾燥

すれば原粉 Al(OH)3約 48gを牧め得た。向このも

のを充分乾燥して得たアルミナは Aら03として

33.2gあり，次の如き成分を有して居る。

第 16 表

水分及灼熱減量 (l五0) 14.00% 

珪酸(Si0.) 1.12% 

アルミナ (Aら03) 77.24% 

酸化銭 (Fe.03) 4.48% 

向ア yモニア水の隠理療液即ら (NH')250，溶液を
民空蒸獲し濃縮液より (NH，)250.の結晶 98.5gを
得た，即ち添加Lた NH3 よりの理論 (Nl五).50.1役

得量は約 114gであるので，その牧互容は理論量の約86

%に相蛍する。

(口) アルミナより無水盛化アルξニウムの製造

上記の如くして得たアルミナ約60gに略等量のコー

グス粉末を添加し，之を乳鉢中で、少量の水と共に充分

担和し，押出し成型し約 4mm大の粒欽とする，之を

更に 3000Cにて乾燥した後シリカ管にl攻め，之を電気

協中で約 10000Cで CO.気流中で加熱する，水分が

充分飛散した後 CO.を Cらに切換え温度 8000Cで3

時間反醸せしめ AlCl3を弁護捕集する。粉末 AlCl3 

約68g粒紋 AlCl3約35g計 AICら103gを得た。即

ち理論牧量 127gに針し約80%の牧率である。

(ハ〉 重合活性の比較鋲駿

前記の Aん03を市販金属 Alよりの AlCl3とその

重合性能を比較試験した， 即ちオグタデセン (Octa.

decene C18品。各 11を採り，之に純ナアタリ :/4

%を添加溶解した後同一i際件にて各 AICら44gを徐

々に添加し乍ら温度を 1時間約 100Cの割合で上昇さ

せる。反感時間は約 9 時間で最後に 90~， 100C。に迄

達せしめ重合反旗を中止し，得られた重合池を水洗，

湯洗して AlCl3の複合物 (Complex)を分解除去す

る。ここに得られた組重合油は赤色透明泊で多少線色

の蛍光を呈する。ヨえに之に活性白土を約 1%添加し，

低匪過熱生水蒸気を溜出物に針し約 1/2の吹込を行い

つつ7~ 10m"，Hg でIlt~さ蒸溜をな し釜内温度 260~27

OOCにて蒸溜を止め， 室長残泊は冷却して 100~1200C

にて盆気中で民~滅過して高級潤滑油を得た。粗重合

泊及び高級潤滑油のl吹率及び性欣は衣の如くすある。

第 17 表

生成物
本法による Alよりの
Al Cl3 Al Cl3 

手且重合油牧量 910 900 

高級潤滑油l政率 29，9%(vol) 31.3%(vol) 

高級潤滑油性欺

市古 度 1000F 312.4 cst. 349.9 cst. 

2100F 28.84 cst. 27.31 cst. 

V. 1. 106，2 108.0 

1. V. 30.3 20.3 

d，剖 0.8760 0.8777 

Aniline point 145.50C 

即ち，この結果より本法による AICんは市販Al金

属より得られる AICらと略同等の品位で，充分使用

する事が可能であることを認めた。

本法に闘しては著者等の特許第 169，169波及び第

援がある。

(3) 隠質土によるアセトンの接解分解

E雲質土を精製して爽雑物を分離成型したものを固定

第 24巻 64競 (1957) 本 9 * 



鯛媒とし，この繍媒暦にアセトシの蒸気を常匪で300-

4000Cで溢ずると相蛍複雑な反醸の結果 Isobutylene

を生成する。

この Isobutyleneは既に Isooctaneの製法及び合成

ゴムの製造原料として或は潤滑油の性能向上期と して

重要な原務である事は周知の事寅である。今これ等の

貸験を貨施した結果は，装置としては前記燈軽油の接

間分解の場合と略同ーの装置を{掛11した。叉繍媒とし

77 1 - 10.8305 

76 ! - 10.8335 

65 1 - 10.8382 

25 10.852210.9433 

以上の結果によれば，アセトシの分解能力 は資色

摩質土に比して赤色穆質土の方が多少良好と思はれ

る。但し;赤色の方が分解温度上昇と共に CO2、の生成

反騒が盛んとなり結局 C.H"の生成に於て劣る様に!忍

はれた。向一般に分解温度の上昇と共に目覚炭酸反雄震を

増大し且つ一般には液炊生成物は上下二麿に分離する

が，上暦は軽質で主と して炭化水素であり下暦は主と

して水及び未反際のアセトンで上下雨麿共酸性物質多

く，特に下暦に於ては酸債が大である。叉反燦温度は

350-4000Cが最適と思はれ 4000C以上で、は更に副反

援が起り C.Hsの牧量の低下が認められる。倫黄色修

質土を使用し反旗温度を 3500C とし叉液昼間速度を

0.03土0.003にとり長時間の貧験により衣の結果を得

ては黄色謬質土と赤色謬質土とを夫々 4惜怖の大いさ

に成型したものを使用した。接鍋分解を受けた生成物

は冷却器及び凝縮器で、充分凝縮された後，未凝縮ガス

ぬガス溜に牧められた。 f苛液朕1自は上干二暦に別れ夫

生々成量を測定すると共に分溜成績，比重，屈折率，

及び中平~I蛍量を測定 した。 叉分解ガスは低温分溜によ

り各成分を測定した。

(イ〉貧験結果

るd叉その性献は

第 17 表

上層i向 下層油 平均

比 重 0.8339 0.8869 0.8474 

酸 債 38.8 80.0 49.8 
CH，COOH 

4.2% 8.6% 5.1% にして(合室%)

ガス生成物 586.21 (11. 01/100gアセトン〉

組 成 (予告〉

CO2仏品 C3HoC2f込山じoH2 CH. C2H6 計
32.758.6 3.4 0.6 0.6 0.5 0.5 1.0 1.2 99.1 

た。 倫液状生成物の分溜曲線は第81函の如くである。叉

アセトン使用量 67司1.Occ (5339.4g) 10% N，αOHで上下暦酸性油を脱酸した中性油の分溜

液;伏生成物上暦油 3263.5CC (2721.5g) 曲線は第9闘の如くである。

波紋生成物 下康泊 1118.5cc ( 992.0g) 倫アルカリ洗繰液を硫酸で中和し蒸気蒸溜し更に分

上下耐層生成物合計 4382.0cc (3713.5g) 溜したるに略酷酸である事を確め得た，叉中性油の各

牧率は容量%にて 64.6~合， 重量%にて 69.5%であ 溜分と物理慎重主との関係、を測定したのは第 lび闘であ

* 10 * 早稲岡康用化事曾報



及び Q を確認し得た。

(ロ) 貧駿結果に聖母する考察

アセトンを謬質土によって接繍分解して得られた生

成物は CH3CCOH. C. H8 1えび CO.である事は明確

である。而かも反舷温度の上男と共に CO2 の生成量

を増大しCH3COOHの牧量を減少せしめるものと推

定される。 向 350-4000Cでは CO2に針する C.同の

mol比は略 1: 2である。 叉温度上昇と共に CHs

COOHを減少し液朕生成物中の上暦泊中に naphthe.

ne hcs.と思はれるものを認め，更にガス中には C..

C3等の Olefineの混在も認められた。 以上の結果よ

りこの接鰯分解反感は次の主反態と副反際との混合℃

あらう思はれる。

主反感

ICHt _ F"""'¥ ""'7T ，....，'¥/"¥TT • tCH:t..._ ro r"TT ¥ 
2( ':，'/T" > CO)→ CH， COOH +( ':，';'" > C==CH.) ~CH3 / '-'vo J ~ '-'''3 '-'vovo" '-~CH3 " ""-"，，u'J 

…・C1 ) 

IQO 3O "40 5'0 .60 70 80 90 
;1/1出量(容量%)

波紋生成物分溜曲線

'2."0 10 

200 

。

180 

溜 160

出 140

度 100

('C) 
80 

)~ 120 

60 

ICB，_ ，.， "'¥ 
2 CH3 COOH→(~~~" > C==O)+CO.+H.O..‘(2) 、'-'li3 ノ

~nち

CH;>C=0→(2gZ;>C==CH.)+ C仏(gZ~> C== 0)-"( 2g~ 
+H.O……く3)

副反際

(gz:> C== CH.)-->(gZ:> C==CH.) C4〉C=CIrCH;〉C=C品)-…・・…・・(4)
polymerization polymers 

ICB 、ICH，.'" .0_ ，.， _CB、
4~clZ > C==O)→2lcH3〉O〈O〉C〈C4)
→2 CHa COOH + (2C品

-
CH == C品〉

+ (CH. == CH2) …・・……・…...・H ・-…'"・H ・...(5 ) 

ICH， _，.， "'¥ _ICH，. ，.，._O. ，.， _CH，¥ 4~c'ý: > C==O)→2lcH;>Cくo>CくC4)
→2C品 COOH+ C2CH3-C吊)+ (CH. 
== CH.) + 2 C ・・ H ・H ・.........・H ・-…....・ H ・...(6) 

第 8圃

180 

溜

160 
出

140 
t忌

一1201>< 

而して以上の反際は文献によれば主と してアルミナ

ゲル鰯媒による反態であ り，謬質土中には多量の遊離

アルミナゲルが含まれて居る事からも容易に推定され

るのである。叉若し珪酸ゲルがあるとすると，この鯛

媒によってー度生成された各種の Olefinehcs.は

2500Cに於て所謂分子内寵狩の作用により多量の Iso

.formの飽和性 Hcs.が生成され叉 4000C以上では特

にその脱水素反懸によって芳香族 Hcsを多量に含む

筈であると推定される。然るに賞験の結果によると飽

和性の炭化水素及び芳香族共に少し従って遊離性珪

酸ゲルの存在を認られない，従来よりの謬質土に聖母す

る各種の援火水素の分解質験の結果に徴すれば生成経

質の炭化水素中には多量の OlefineHω.が存在して

Ise屈

1.40 

1.38 
200 100 120 lao 160 180 

溜出 r畠 I宣('C)

第 11匝 中佐治 物理性扶

Au 
nυ au 。、
υ

壷

%hr、

る。 この結果より文献により相蛍する中性泊は 100-

1300C. 160-170oCのニ溜分を主成分とする茨化水素

であり naphthenehcs.と推定される。

叉ガス生成物のポトピル低温分溜試験の結果は C3

* 11 * 64競 (1957)第 24巻



居る。叉謬質土を硫酸庭理して得られた前記燈軽油の

接繍分解用鯛媒をこの分解にtl~ふれば Isobutylene 及

びOlefineの生成量少く飽和性炭化水素の生成を促進

し波紋中には多量の酷酸が存在して居る。~するに珪

酸ゲル質鰯媒の存在は謬質ゴニ原土中には存在して居ら

ぬものと推定される。 即ち謬質土の本位は筆者等の推

定によれば遊離性のアルミナゲルと非品質含水珪酸ア

ルミニウム との混合物である一つの理rr由になるのでは

ないかと思はれる。

(4) 松狼i自に謝する接鋼的分解作用

松様1自の比較的低溜分2000C以下に針し謬質土を固
定鯛媒暦とし液昼間速度1.0，温度 4200Cで接繍分解

すれば溜分組織が金値として低溜分に移行し， その安

定住は良好で航空機mの揮後泊として使用する事が出
来る事を認めた。叉松根タールの如き重質油に黄色惨

質土!京土を混和し接餓的乾溜(最終温度 5500C)念行

へば 3000C以下の低溜分を約 1/3含んだ油を得た，

叉その安定性は優良である。 実にガスをZ更生 し炭素

物質約5%を含む残路を得た。之等の結果に闘し報告

する。先づ原斜取込7由は長野県系蓋黒色不透明治で特有
の臭気を有し，比重 0.910，酸優位-71，水分5-6

%，叉その2f-均蒸j留性献は次の如くである。

第 20 表

澗出物1129君|比重(ω|備考
弘OC~ I 1.1 I - 1) 
一一一一一i一一一一一一一|一一一一一一Il殆んど

ト
1001_二」一二-1(水分

100-120 I 0.8 1 - i J 

1却-140! 1.4 I 0.854 

而 iEloz 
180-190 I 8.5 0.603 

190-200 I 13.9 0.912 

200-210 8.0 0.936 

五不¥--;了一|τ9iJ一 一

即，ちその大部分は 140-2100Cに於てその 60%が

溜出され， 2000C以下及び 2000C以上でその成分を

具にする際に思はれた。

(イ〉 原料取込i自の精製賞事費

最初麿厚 200m(粒径卒均 2-4問問)の鯵質土原土

暦のに上交に 20聞の!享さにf白石友麿・(粒径平均1""，) 

を重ねた後に Percolationprocessにより 400Cで上

記原油の 2400Ccutの溜分を流動せしめて矯製し，

一方向ー溜分に針し 20%N，αOH洗織による寅験も
行った。但し前者の流動遡交は 2501/州， hrであっ

た，得られた結果は第111函の如くである。

第 11図 精製貧験結果

屈 比 溜 -00原料松根治(比重0&0)
析 出 。骨精製1松根 y由( ". 0.8986) 
若手 霊; 量 サ-i>- 2，()%NaOK処理松根j由(，08749) 
(l5'C) ¥1 ~Cì.( %Vo1) 流速 50'1hr ___，' 丙る

い岳:勺ン .. 
.T〆I

申;・

1:45卜0.901-→ 1 トー，ι-ーァ

0' 

I I i"寸日戸宮，:J_二 一 ...._06
1.401-0.85←100 

1.30 
135 150 200 250 

溜出温度 ('C)

これ等の結果より明らかな事は謬質土を庭理するに

蛍り原土~理更に 20% NaOH庭理とその精製度を

増加せしめれば溜出量を相蛍低沸熟側に移行せしめら

れ，叉その比重曲線によっ‘ても明らかな如く 2000C附

近以上のの溜分比重を著しく低下せしめられるのであ

る。 但し屈折率に於ては獲化が絵り大きくないものと

思はれる。要するに原斜松根泊中に含まれる不安定物

質及び酸性物質は謬質土叉は苛性ソ {〆によって中

和，吸着及び酸化縮合等により精製されるものと思は

れる。

(ロ) 111質土類燭嫌による 2000C以下溜分の接燭

改質

勝質土原土及びその活性鯛媒並びに市販活性白土繍

媒を使川し，前記取込原油中の2pOOC以下j底分を使用

しその脱酸油を試験試料として質験を行った。その蒸

溜性J伏は衣の如くである。

キ 12* 早稲田慮用化事曾報



第 21 表

湘出量(%〉 |初潟 ! 5 1 10 1 20130-1 40 I 50 I 60 1 70 1 80 1 90 1乾鮎
削温度 (CO)1 13;~1~-1 10 五日戸示|五 1-1-;川両V lE

1r.7出量(%) 1初清いO[州 o同
溜出温度問 11日i16511761判203
オグタメ僚は単味 87.0，0.15%加錨の場

合は 100以上である。

以上の結果より，一般の石油類と異なりこの場合は

150 ~ 2ゆOOCitTI分が最高のオグタ Y債を有している事

が認められた。
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第 23表 黄色謬質精製原土鯛媒使用の場合

鰯煤陸積 400CC!187g 遁油量 200cc!30分
再生遁水量 30cc/30分 空気導入量 60[/60分
分解温度 4500C

通油回数1泌出量 I湘出泊比カ!守系生成1初潮温度l[1300C迄 150
0C迄|

凶 cc 重 d1515 量 [1 C。 の溜分%の滑分予告|

1 196 0.876 8.5 115 10 32 1 

2 192 0.875 8.0 110 11 30 

3 190 0.877 8.0 115 10 32 

4 194 0.875 7.5 112 10 33 

5 186 0.873 8.5 109 11 30 

6 182 0.883 8.0 118 9 35 

叉接繍改質{傑件ほ鰯媒 400cc，分解温度 4500C，液

~閥速度 1. 0， 遜1由時間 30 分， 更に再生!傑{tl'は溢水

量 30cc，i盛油iJ寺問 30分， 答集L迭入量 60[， 湿気附間

60分であった。得られた結果は次表の如くである。第

22表，第23表。但し鯛媒改質裳置は燈軽油の場合と同

第 24巻 64務 (1957) * 13本

様である。

要するに市販活性白土に比し 1500C以下

の溜分J投率が良く特に黄色惨質土精製原土

及びその活性化鰯媒の場合が鰯煤誇命に於

て良い結果を示した。叉得られた分解泊の

性質及び成分は衣の如くである。

溜出量(%)|初潟1101501州乾問

一一76可72i 1201川州却31
1苛分解油の比重 d15 は 0.862であり，

0.15%加銘オクタシ債(c.F. R. motor法)

は 95.5 である。倫初溜 ~ 150oC， 150 ~ 

2000C 溜分の性質及び成分は次の如くであ

る。初i留~1500C溜分の場合は，比重0.838 ，

酸償0.27，85 %硫酸E反政量 3.2%(不飽

和)， 98 %硫酸吸牧量 60.8% (芳香族)

Naphthene & Para伍ne56.0 % 叉その

分溜性吠は下表の如くである。

潮出量(%J I初両雨両 901酬

湘出温度問 170 1 97 11181叫m
オクタン債は摩味で 86.0，0.15%加銘の

場合は 92.2である。

150~2000C 溜分の場合は比重 0.874 ，酸

僚 0.59，85%硫酸IJ&牧量 1.6%，98%硫

酸IJ&牧量 74.4%Naphthene & Paraffine 

21.0%であり，叉その分溜性献は下表の如

くである。



〈ハ〉 松根タール (3日目。C以上溜分〉に謝する接 この松根!l-;l-に粒朕黄色修質土を等量入れ充分混和

した後乾溜試験を行った。向この粒J伏謬質土の乾溜残

践は数回その優使tl¥可能である。その作業系統の概要

は以下の如くである。

鱒分解叉lま乾溜

前記取込原油の60%抜頭した釜残泊を一際松根ター

ルとして，之に謬質土原土を添加して賓験を行った。

第 24表 勝賞土による松根泊施理作業系統表

J怯 根泊 乾燥精製土
1，0001 1 1 200kg 

一一丁長時ii-

ま在残f由 抜頭油
1 700 kg 450kg (145-300oC) 
ト乾淘 | 
-1-一一一一一寸 「→|膝質土鰯媒にて接繍分解

乾溜ガR 乾溜泊 乾湘残i宰 _j(2凶通泊)
約 60m3 14001 約225kg 1 

1. ，."分解ガス 分解油
蒸 IT留 |I ，.. ! 60 m3 I 4401 

釜残↓ツチ 問|油原料 品油 尚治 ( 「- hm 
約 70kg 2001 401 1001 I I 1 

1 90-1閃。C 150-3∞。C I I 1 I 
高温精製 1留分 ?留分 ! I 燈軽油 航空揮雪量泊
異空蒸1留 I I I I 1911 (比重0.92) 289/(比重0.87)

機械油 一一一一一一一

1801 (比重0.98)

製品 航空揮官主泊 2891 燈軽油 1911 機械油 1801 釜残ピッチ 70kg ガス 120m3 

向上記乾溜泊の常区蒸溜の性紋は以下の如くである。

'摺出 量 (%)1初溜 | 5上L却 |ω 140 f50 160 170 印

刷温度(CO)1 98 j 116 J 12~_L:_40 1 280 1 322 l 333 I制l制|

倫乾溜1由を 10-13m隅 Hg虞昼下に蒸溜し，その潤 険が仲ふものである。この場合謬質土の如き接鰯淘jを

滑油特数を測定すれば衣の如き結果が得られた。 添加して接続蒸溜すれば穆質土中の非品質アルミナゲ

第'25表

溜出温度
(OC) 

初溜-200

200-211 

211-224 

224-265 

265-残

il{~蒸溜結果 (10-13前市 Hg)

f穏分牧震 引火鮎 粘度 (Saybolt)
(%) (CO) 300C 500C 

58 

10 162 310 57.3 

10 166 360 67.0 

10 179 394 81.5 

5 185 1103 165.0 

ルは，この酸性物質を吸牧中和して釜残泊中に残ると

共に，かくて得られた謬質土中のアルミナゲル叉は活

性珪酸アルミナゲルはテルペy系炭化水素中の不飽和

基と反際し，之を安定化するものと推定される。叉沸

勲上昇と共に一部接閥的改質によって溜出泊の安定化

に有効であると思はれる。向上記賓験の結果によれば

修質土の所要量は松根原油に針し 10-20%と推定さ

れる。叉松根泊中の燈軽油叉はナフサ溜分に針する修

質土の接繍改質作用は主として脱水分解であり，一部

何れの溜分も最初色相良好であるが時間と共に次第 不飽和基の安定化によるものと推定された。叉 160-

に策編色となり，安定性は檎不良であるが機械油程度 1700C附近に最大オグタン優叉は最大エチル効果の溜

には使用し得る。叉その酸債は完全に容で、ある事を認 分が存在する事が認められた。次広 3000C以上釜残泊

めた。 と謬質土との混合残俸を乾溜すれば所含酸性物質及び

(エ〕司書察及び慮理作業系続表 その他の重質樹脂物質は接鰯的に熱分解を受けて茨化

松根泊は一般に酸債高く 200
0C以上の溜分に於て特 水素化と安定化とにより，夫々軽質炭化水素特に芳香

に高い，従ってその健之を蒸溜する事は相蛍悶難と危 族安化水素とを生成するものと推定された。筒乾溜池

* 14 * 早稲閏廠用化運算曾報



牧量約 80%，その約 50%は燈軽油以下の綬質油で

残りの 50%は夫々スピンドル泊及びマシ y泊として

規格に遁合するものと考へられる。以上の笈験結果に

基づき惨質土による松根1由民主理法として前記の作業系
統表を考案した。叉副生する分解ガスは蒸溜及び乾溜

の黙源として略充分で、あると計算された，更に乾i問残

E事は炭素約 13%を含有し遁蛍な方法で擁素化すれば

無7.ld量化アルミニウムを製出する事も出来る。倫これ

等に闘しては著者等の特許第 放がある。

( 5) 総 揺

以上行った寅験結果と更に前報に報告した二つの質

験結果とに徴し略宍の結論が得られたものと忠ふ。

(1 ) 勝賞土原土の接鯛作用の根源、は大部分そのIて1"
に遊離欣にある抱水性非品質アルミナゲルむあって他

の成分である抱水性非品質法酸アル ξ ニウム・ゲルの

作用ではない。

〈正) 彦質土を硫酸と低温でJjj&理して得られる活性

皮の高い珪酸ゲJI-はその中にある珪酸アルミニウム ・

ゲルの分解によって得られた活性珪酸ゲルで明らかに

その特性接繍作用を顛す。

( 3) 従って謬質土そのものを鰯媒的に利用する場

合は Aら03 ゲルを利用することであり ，叉修質土の

酸lJ!lJ;理によって得られた活性珪酸ゲル (Sl02:86%， 

H20: 13%，他 :1 %)を利用する場合も考へられ

る。即ち灯軽油接鰯分解の場合は後者の場合と前者の

場合との中間であって繍媒中に約 15~30% の Aら O.

を残溜せしめる場合でもその中のアルミナは簡媒に針

しl羽J餓媒的効果を奥へ且つ鰯媒露命特に耐熱性を改良

するものである。叉ペニシリンの吸着，脱酸的認作

用，アセトン及び松根泊の接鰯分解等は官官者の修質土

その鐙を到用すべきものと考へられる。

(4) 倫謬質土を原斜としてアルミナ・ゲル鰯.~ー，

Al Cl，鯛媒等を製造する事も何能である，叉穆質土に
最初アルカリ溶液を反居室せしめ，然る後，約 20%の

硫酸溶液で 60~800C で 10 分間庭理する l時は修質土

の本値は定量的に溶解朕態となって 10~209昔前後の

結唱性爽雑物のみを残溜する。之を直ちに濫過し;放置

すれば寒天朕珪酸ゲルが得られる，之を最初宇透膜で

洗縦し，女いで電解掛斤し低温乾燥すると硝子駅珪酸

ゲルが得られる，このものは水硝子から得られたn酸
ゲルと略同一性能を持ってゐる事が認められた。

(5 ) 同一系統よりの繍媒に闘してはー灯軽油の接

鰯分解能と中性盟の (NaCl)接繍分解能との間巳或

るregularの関係、がある事を推定した，この理論より

謬~$ニ卜から灯軽油接観分解JII鰯媒製造の最適底辺僚件

を探究し，分解性能が大である優良な餓媒の製造法を

確立した。

( 6) 穆質土精製原土を鯛媒としてアセトシ及び松

根油の接働分解及び随想法を研究して伊Jれも高オグタ

シ償基陣後油製造法を探究した。

(7) 灯璃î~油に針する流動接鰯分解閥媒に附しては

その基礎となる繍媒活性に関して他の合成ゲノL鋤媒

に比1遜色がないが，その二女的要求である流動暦の

見掛密度の増大即ち粒筏分布の粗粒子移行，Attrition 

test既ち分解操作中の粉砕現象の防止並びに Carbon

and gas formation factor の滋少に剛しては術研究

の絵地があり，引綴き研'先中である。

附言e'以上行った貸験は筆者等が10年以前欝陸軍燃籾
木鴻技術研究所に夜戦中行ったものと，昭和石油修質

土化響研究所在任中に行ったものとの結論を集録した

ものであり ，以上の諸寅:験に針し協力媛助を戴いた爾

研究所の数多くの方々に厚く!感謝の意を表する次第で

ある。叉穆質土よりの灯軽油接樹分解燭媒の製造及び

副産されるアルミナ利用の研究に関しては特に前記陸

軍燃糾技術研究所及び奮技術院の支援によって昭和石

油株式合社新潟製油所(蛍時同所内に4反際塔式接餓

分解蒸溜装置があった)に接鯛分解用鰯媒(3ton/day)

と無水盛化アルミニウム鯛媒(3ton/day)との製造装

置がその建設を略完了したのであってこの爾所に針し

深く敬l'i;と感謝とを捧げる衣第である。叉昭和石油に

あってこの問題に深き理解と推進力とを輿へ下さった

故長崎英語主社長，市村市女郎取締役，藤津健三取締役

の三者及び故高安幸市技師に針し深く惑謝の意を表す

る次第である。
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小栗先生名器教授就任記念特輯
11111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I11“IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIU 

教壇 を去 られる小栗先生に送る辞

本舎の前合長として叉母校.ff!Jl用化J事科の激務主任

として殆んどその終生を本合主主に母校の汲俣のため養

手写せられた小栗捨駿先生には本年3月で教授の任期が

満了となり，停年退職せられました。本大摩は校内外

における先生の永年の御功績に針して，今回，先生へ

名替教授の準位.~賂られた。木大与の~苦手数援は引に

優れた功績のある方に賂られるもので，これは先生の

ためのみでなく，本合並に舷用化摩科にとっても御同

慶の衣第と思う 。

小栗先生は明治44年，奮東京帝園大正多工科大塁手K¥l¥Jn

化祭科を卒業せられ，一時，新高製糖，帝図姿溜株式

曾祉に勤務されましたが，不幸，病を得て退社され，

数年に亘り静養せられた。その後，大正12年に故小林

久卒先生の招聴により本大撃に来られて以来.30自余年

に亘り，子弟の教育に叉研究に精・進せられたのである。

先生の研究函における業績に就ては，先生が舷JIJ化

穆科において初め講義並に質隊指導された事科目が，

物理化拳闘係であったので，先生の初期の研究は物理

化撃の基礎研究が多かった。そしてその11編を工業化

準維託L本合報などに後表されたcその後，繊維素化

事の講座を捻蛍された関係で「竹材の砂l究」に闘し研

究，後表され，昭和8年にこの研究で東京大摩よ り工

率陣土の謬位を綬奥されたu

竹材の研究とほx併行して繊維素の吸燃に附する基

礎的研究を行はれた。今日繊維素およびその際m工業
において吸潟が問題とされ研究されているが，先生の

研究はモの先騒的なもので，これらの害者工業に答興す

る所大なるものがある。

昭和9年項より繊維素の光化率的鑓化について研究

を進められた。これまた繊維工業上重要な問題?であり

率問的にも貴重なもので、外図書にもこの研究がと りあ

げられている。

昭和11年から16年にかけて硝酸，首憾繊維素に開す

る研究を，さらに昭和15年頃より日本紙に闘する研究

ホ本合々長

* 
μi 本 研

を渡表されている。

府!紙製造に重要な策窃葵粘液の研究は引絞いて篠

原教授が抱常研究されている

一方，先生は和紙製造に及ぼす水質の影響を初めと

して蹟く工業用水に;就ても深い閥心と造詣を持たれ，

種々の研究論文の外に，単行本として，昭和15年に理

化E543院より.r水」 を，叉昭和30年，共立社!仮の「工
業Jl]，)¥.Jを夜刊されている。

先生は中々の文筆家でこの外，著書としては現代の

化摩工業 (丸善，大正6年).最近理論化率(早稲聞大

謬出版，昭和2年).工業化事総論 (共立出版，昭和5

年).無機工業化率遜論 (貸業教科書出版，昭和]22年).

懸用コロイ ド化祭 (上・下，丸善，昭和24-25年). 日

本紙の話(早大出版部，昭和28年).その他を出版され

ている。

数台ーの面で先生は昭和2年教授に就任以来，先生は

勤勉，誠'民に講義と笈験その他を通じて子弟の訓育に

30年.1日の知く，倦むことなく精進され，千数百名

の卒業生を社舎に送られた。その問，聖母外的にはわが

園の態川化撃者の研究園陸である奮工業化率合〈現日

本化摩舎〕その外の諸学舎の設展のために各種の委員

舎の委員と じて叉委員長として叉副曾長，合長として

登され，叉官公私立の各種図位のためにも活動された

ので-あった。

私は先生の御就任以来，本門は蓬うが，殆んど30年

以上にも亘って，毎日の様に壷食を共にして，色々御

話を伺い，叉御指導して戴いた関係で，特に先生に就

て感じている所を衣に2.3申上げてみたい。先生は

物静かでヂエーシトルマンという言葉は先生のためにあ

るといえる程の典型的な英図型の紳士である と考え

る。そして嘗て先生が我々を叉畢生を大盤で叱責され

たり，叉大躍で笑われたり した事を見たこ ζがない。

いつも物静かに言葉され叉鍛笑されていた。

先生は故小林久平先生と同様に議書以外に殆んど道

楽というものを持たれず，勉率一途に精進せられた様

に見けられたc然し先生の場合は幕門の本以外に ー
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般教養の本や文妻子書にも相蛍の興味を持っておられた の有力な大事や研究所，その他より教授として叉研究

機で，よく登食の後で，その方面のお話を承った。殊 所長として招科されたが，固僻されて，待遇の頗る惑

に夏目激石の作品に就ては深い進諸を持たれていた様 い叉， lill:先発，研究障の貧弱な我々の母校にとどまら

に伺はれた。そのためか，先生は中々の能書家であり れた事である。そしてその間，今回の験宇で. 2度迄

叉，文筆家で，原稿をかかれている傍で偶h奔見して も権災されて，殆んと‘全ての所持品を失われたが，而

いても，殆んど書き直しをされる事なし先生の心に も決してこぼされたりしたのを聞いたことがなかっ

浮ぶことをその億，すらすらと書き綴けられた様で， た。これは到底常人の及び難い事であろうと思う。

これは先生がよく精神を集中されておられるためと文 このような先生が，今，君主壇を去られることは本曾

皐的素養を持たれているためで，私など自分を顧みて としても亦教室としても大損失で，寂しい限りである

常に羨ましく思っていた次第で、あった。叉皐生からの が，功成り 名遂げて後進に遣を譲って，勇退されるの

遜信に聖母しても先生は誠震に一々御返事を出しておら であり，叉お肢も弱く ，絵りにも苦難の遁を歩かれた

れた様で，約束されたことはどんな破事でも必ず責任 先生が，今後静に晩年を家庭的に送り，その官余暇に先

を以って賀行せられた。 生の愛好される著述に賛されることを妨げてはならな

先生はお股がそれ程，頑健でないため，常に健康に いと考える。然し折りにふれて来校されて大所高所よ

は非常に注意され，決して無理をされず，しかもその り我々後、進に助言指導せられん事を切嬰し， 先生の御

勢力を議義と著作と研究に集中せられた。そして私が 健康を断りつつ，先生を送る言葉とする。

特に感銘しておる事は先生が在任中に数回に及んで他

記念事業について

小栗捨磁先生には昨秋古稀を迎えられ本年3月早稲

田大拳を停年退職されました。

先生は大正12年5月本大謬に奉職せられ，爾来34年

の永き歳月にわたり蛍腹用化皐科のために護粋してこ

られました。学生を蛍科のために護くされま した先生

に聖母しいささかなりとも感謝の意を表し度く役員曾に

はかり小栗先生御退職記念事業を計霊致しました。

評議員および小栗先生に関係の深かった方々に貴行

委員をお願いし，倉員諸氏の御賛同を仰ぎましたが，

曾祉並びに合員の皆様の御協力により順調に相済み，

4月27日午後 5時より大限舎館において記念品の賂皇

式を行い， ~li本禽長より先生に記念品を贈呈致しまし

た。御令閏にも御出席l頁き引緩いて晩餐を共に致しま

した。

なお同日午後2時より小栗先生御退職記念議演禽を

開催，際m化率科卒業生ならびに穆生出席し，小栗先
生の専門分野にある下記氏に記念議演をお願い致しま

した。

小東先生御退職記念講演曾

1. 紙パルプ工業に就て

特殊製紙株式禽社常務取締役

渡主義 燕

2. ピスコ {ス ・プラントの近代化に就いて

東京セロファン紙株式曾社取締役工場長

畑山三郎

3. 日本紙について

早稲田大尽理工率部際用化塁手科書史授

篠原 功

(以上の講演の要旨を本読に掲載させていただきま し

た。)
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日本紙について

策局葵といっても事生諸君や若い研究者には何であ

るか，おそらくおわかりにならないと思います。

日本紙を漉くとき，裕，三樹等の繊維原料を，繊維

の特長を生かし充分に叩解しませんので，ねりを使用

しなければ紙をすくことができません。洋紙はピータ

{を使用して，繊維を切ったりおしつぶuこり，充分
叩解しますので，ねりをよI'l¥，、ないでも紙をすくことが

できます。このねりとして策局葵あるいはとろろあお

いと呼ばれる一年生栽培植物の根から得られる粘液が

使はれるのであります。

この粘液の研究は全く厄介なものであります。これ

を粘度的にみましても，かきまぜることによって粘度

が下ります。粘度を測定するとき普通オストワ )1-ド粘

度計が使用されますが，この時粘液を毛細管に遜しま

すので，大きな雛形速度の震に粘度を測ることによっ

て粘度が下ります。見かけの粘度を測っているに過ぎ

ないということになります。そうかといって静置して

おいても，置くことによって粘度が下ります。また湿

度の影響も大きく，温度を上げるど著しく粘性を波湿

するのであります。日本紙では祭漉といって多すいた

ものがよいとされております。これは主に，ねりに針

する温度の影響の震と恩はれます。紙をすくには水を

媒鰻として行うのであります。 7.K商費で、多がよいとい

うのですから仲々大宮廷な仕事であります。

このように粕度的にみただけでも始末の悪い焚窃葵

の研究に小栗先生が後宇の研究を一貫されましたこと

は，先生の人生観が現はれているのではなし、かと思い

ます。先日理工摩郊で停年退職される先生方の選別舎

がありました時に，小栗先生の御話の中で，先生が際

用化率科に衆られる前に特渡性腕府という病気をさ

れ，雨足を切断しなければならないとの診断を受けた

のを，日に3回お湯で足を溜め，これを 6，7年纏綬

され，ついに足を切らず病寄託を克服されたということ

をお伺いしたのでありますが，物事を一貫して永綾的

に行はれる態度が研究面にも現はれていることを感じ

た衣第であります。

私は事合では和紙という言葉で竣表しております

が，小東先生は日本紙という言葉を使っておられま

* 早稲田大事理工事部膝用化事科教授

篠原 功

す。私としては別に意味があって区別しているのでは

危く，ただ洋紙に針際する言葉として手n紙を使ってい

るのであります。 先生は不IJ紙が古来俸統を誇る日本の

ものであることを特に強調されたのだと思います。

紙は中闘の茶倫によってを重明されたといはれており

まして，一つは商へ進みチペット，アラピア，エジプト

を経てヨ ーロツパに俸はり，ここで機械を使って紙を

すく方法が夜明され洋紙として完成されましたし，他

の一つは東へ進んで、朝鮮から日本に渡り和紙として完

成されたのであります。中閣でも明朝のころは優雅な

ものができておりますL 唐紙は書室をかく人にはな

じみの深いものであります。憲法改正の金森さんは荷

重をかくときにはどうしても中閣の紙，中関の鐙，中閣

の筆を使はないと感じが出ないと申されていますが，

中園では明朝以後見るべきものなし何といいま して

も和紙は臼本で飛躍的な進歩をとげたものであります

和紙がこのように日本で、完成されましたのは聖徳太

子のお蔭であるといはれております。高麗から僑曇徴

の停えてきた紙の品質が悪かったので、太子が大改造し

て今日の如きものにしたとのことであります。それで

すから純粋なみつまた原糾を使った千園札に聖徳太子

の宵傑を入れてあるのは大いに意義があると思います

質の惑い紙に太子の曾像を入れては太子が泣きます。

ここで洋紙と和紙の区別ですが，典型的なものはは

っきりしているのでありますが，境界はあまりはっき

り致しません。従来，和紙の原桝は格，三極，雁皮

で，これらの靭皮繊維にはそれぞれ特徴があり，格は

男性的な強靭性，三棟は女性的な優雅さ，雁皮は気品

の高い柔剛性を持つといはれこれらを混合しだ使うこ

とにより調和のとれた強靭優維な日本紙ができるので

あります。奈良時代，鎌倉時代には廊もよく用いられ

ています。現在市販されている和紙，たとえば障子紙

等はこれらの原桝だけで作ると値段が高くなり費れな

くなりますので2割から 5割程度使っており，残りは

パルプ等を用いております。原草寺の黙からは洋紙だか

和紙だかわからなくなります。洋紙は機械で，和紙は

手ですくという区別も，和紙は手漉も丸網機械i鹿もあ

りますので，これで区別することもできません。紙を

すく時にねりを使ったのが和紙で，使はないのが洋紙

であると区別している人もあります。和紙の機械漉も
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ねりを使用しておりますので，現在はこれが一番賀状

にあっている様に思えますが，これとても例外があ

り，i'F紙の分野でもかLる粘剤を利用することが考え

られていますので洋紙，和紙の区別はし、よいよはっき

りしなくなっています。結局境界領域ははっきりせ

ず， 和紙は格， 三極， 雁皮のような靭皮繊維を使用

し，繊維をあまり傷めず，ねりのllJJをかりて手ですく

のが典型的なものでれこれから段々偏侍して洋紙にま

でつながっているという鼠だと思います。日本紙で し

たらこの上に流漉とし、う特徴のある操作を加えなけれ

ばならないと思います。すき方に潤漉(ためす.き〕と

流漉(ながしずき)とがあります。溜漉は漉舟から紙

糾液を箕の上にすくいあげ，少し振動を輿えた後，繁

から71<.を切って紙暦を残す方法で，西洋の手漉はこれ

であります。流漉は一定の紙麿ができたら水をばんと

威勢よく漉舟に戻す方法で，これにより細かい爽雑物

等を除くことができる日本濁特の方法であります。

それで寸土現在典型的な日本紙が姿を消しているかと

いうと，そうでもなく昨年私は研究室一同で栃木豚鳥

山へ行き，紙をすいている所を見てきましたが，ここ

では純日本紙原籾で紙をすいておりま した。版重用等

に需要があり，この頃は棟方さんの影響からか版霊が

践になり，質のよい日本紙が嬉ばれるそうでありま

す。また土佐へ行き典具帖をすいている所をみてきま

したが，極めて薄い紙で，これも純原籾ですいており

ました。際寓版用原紙は薄くて丈夫であることが必、要

で海外へも輸出されてをります。

日本在来のもので外園人に償値を認められ，日本で

乱議されたとし、うものはよくあります。日本紙も一般

には美濃紙位の翻心だと思いますが，外人には興味を

持たれたり，よく認識されたり しております。ロ y ド

ンタイムスの特波長で和紙研究家であるフラyクホー

レとし、う 人が英園では10数カ所しか手漉をしている腐

が残っていないのに日本では関内各地の何百という村

で集圏となって今なお盛に美しい紙をすいているのは

うらやま しいと新聞に書いております。 1712年という

古い時代にすでに濁人ケシペルにより和紙が紹介され

ておりますし また米人で、チンダルという和紙研究家

が，4年前に日本の手漉紙という書物を作りま した

が， 限定版で250弗， 邦債にして約9蔦圃の本でした。

私もその本を見たのでありますが，とても手に入れら

れる値段ではありません、でした。しかし奈良時代の寓

経等を費税に貼ってあったり しますのでこの値段でも

決して高くはないとの書評でした。

ペルサイ ュ{献りが結ぼれた時，これを記録に残すの

に世界で最良の紙，最良のイ':/キを使うこ とになり，

紙の方は英図の手渡紙と日本の手漉紙である鳥の子の

最上紙が最後に残り，結局日本紙が一番優秀であると

して，これが使はれましたことは日本紙の優秀性を紹

介する場合によく引合に出されるのであります。鳥の

子や局紙は外閣にもよく知られ，殿前外図で豪華版が

/}jされるときにはよくこれらの紙が使はれたとのこ と

であります。鳥の子は際斜が雁皮で，格や三極は栽培

できますが，雁皮は野生で栽培できませんので，印刷

局で鳥の子に似た紙を三樹から苦心して作り局紙とい

う名前をつけました。これが外園に総出され，濁，オ

ーストリアの製紙業者がまねて亜硫酸パルプからシミ

リーペーパーを作りました。逆にこれが日本に属議入さ

れ，IJ本でこれをまた模造して模法紙ができたのであ

ります。ピラ等に使はれている模法紙は局紙の模造の

模造であり ，鳥の子からいえば模造の3莱であります。

早稲田大事には世界に誇り得る日本紙があります。

世界最大の手漉紙であります。 75周年を記念した早稲

田祭が今年の秋にあり，このとき公開されると思いま

すので是非見ておいて頂きたいと思います。問書館に

かけてある壁萱で，ふだんは幕がかけてありますから

気がつかおことと思います。 l司書館が大正14年10月完

成されましたとき，直筏2間竿の固形の墜霊を飾るこ

とになり横山大概，下村種目山の爾重伯に依額しまし

た。ところがつぎ合せた紙でなく一枚の日本紙にかき

たいとの希望があり，紙の紳様を祭った岡太紳祉のあ

る越前岡本村の岩野卒三郎さんにこの紙をすいて貰う

ことになりま した。 何しろ三間四方の日本紙をすくの

ですから大慶な苦君事でしたが，廊5劉，格2割，雁皮

3割からなる紙をすき上げま した。重さ 3貰匁でー積

年は持つといはれ，験火にも無事で，早稲田と共に永

遠であります。この紙含すく鴛に要した費用が蛍時6

千国，今でしたら百議圃で，岩野さんに禽いました所

醤E寺の苦鈴話や裏話をいろいろお伺いしました。 この

紙に観山が太陽弘大視が雲を受持b雨霊伯で雲間に

昇・る太陽を重いて明暗と題されています。この時すい

た紙が王子の製紙記念館にも保存されております。明

治市申宮外苑の縛童館にも大正，昭和の一流霊家の筆に

なる墜宣がかざられております。これは土佐伊野です

かれた一間傘四方の日本紙が使はれており，また大正

12年におこった関東大震災の際の死者の霊を慰める

篤，首時の永田東京市長が10高人の犠牲者の氏名を記

録するのに印刷局に績んで作った麓年紙と呼ばれる局

紙があります。これらの紙は紙魚の筈を防げば後世に

残るものであります。
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紙といえば縁の深いものに印刷があります。Ut界で

最も古い印刷物は百箆塔陀羅尼であるといはれており

ます。これは天卒時代，恵美押勝の観が2f-定しました

とき，稽徳天皇が陀羅尼経を印刷した紙片 (2寸x1 

尺5寸)を百議作り木製の小さな三重搭(高さ 5寸〉

に納め，法隆寺等十大寺に十嵐宛安置し，験没者の供

養と閣家安泰を願ったもので，これが4.蔵官余り現存し

ているのであります。中閣で見出された最古の印刷物

はこれより百年後のものであり，ヨーロッバでグーテ

ンペルグが印刷機械を鼓明したのは遥かに後世の1450

年頃であります。このように西洋で印刷術がおくれま

したのは中閣の製紙術の停はるのがおくれた矯だとい

はれております。選くはじめられた印刷術が西洋で、念

速に進歩を遂げたのに東洋でのびなかったのは文字の

複雑さの矯だとも，東洋でもネヅサシスの:{Eが咲き得

なかった鴛であるともいはれてますが，和紙が日本で

開花しましたのはそれだけの必然的理由があってのこ

とと思うのであります。奈良時代，卒安時代は併教が

興隆し，潟経が盛に行はれ，紙の需要が促されました

し，中世貴族世舎では地方特産の紙は大事警鰐ばれ盛に

贈答用に使はれ，室町時代には他園との遜交に日本を

代表する蓬物として和紙が用いられ，中閣からの注文

もあり海外へも総出され，江戸時代には各藩が自擦の

蓬紙を幕府に献じ，そのため各藩で御用紙漉場，紙座

を設け優良紙の製造を保護奨闘しております。議'時は

米と紙が主要な租税でした。このような歴史的背景が

日本各地に特徴のある紙党今なお産する母胎となり英

人をして嘆ぜしめたのだと思います。

以上で日本紙についての概念を掴んで頂いたと思い

ますが，この日本紙がどうし、う風に研究されている

か，小栗先生の研究を中心としてその大要を司lしあげ

たいと思います。日本紙の研究家にも歴史的に研究し

ている人，経済的に研究している人，科撃的に研究し

ている人等いろいろな方がおられます。小東先生の研

究は勿論科率的な立場からで，在来のものに針して科

率的なメスを入れ，これを解明しさらに改良して世界

に優秀性を誇る日本紙をよりすぐれたものにし，日本

紙の科移に貢献したL、と考えられているのでありま

す。和紙の場合ねりを使うことに特長があり，この粘

液が非常に特異性を持っておりますので研究もこれに

集中されております。ねりという言・1震を今迄にも大分

使って居りますが和紙抄造用粘液のことで地方により

のり，tこも，ねべし等いろいろにいはれております。

ねりを手がけられた方には日本化皐舎の合長をされま

した京都大事の野津龍三郎教授，同じく合長をされま

した東北大串の原龍三郎教授，図策パルプの岡田元氏

等がおられ，京都工整繊維大撃の町田教授も非常によ

く研究されております。この中京大理謬部の野津教授

は天然高分子物質の研究の一環と して研究されてお

り，野津教授停年退職後は後藤良造教授が引きついで

研究されております。高知大皐，香川大串，東京工業試

験所，その他各地の製紙試験所でも研究しております。

小栗先生は昭和15年頃よりこの研究を始められ，途

中験守および終験後の空白期聞がありましたが一貫し

え研究されており，この間ドイツへ留拳し日本に戻っ

てからなくなられた武井助教綬から苫米地助教授へ，

さらに私へ引きつがれて今日に到っております。

なおここで小栗，野津爾先生が何故日本紙，黄窃葵

を研究されるようになったか，その動機を御紹介して

置きTこいと思います。小架先生は百科僻典の編集で術

語の解読を額まれましたが，その中に調べても判断の

つかねものがあり，その後それが日本紙の名前らしい

ということがわかりました。千数百年前から存在する

紙についてその名前さへ調べられないことを遺憾とし

て日本紙について研究会始められたと申されておりま

す。野津先生は験後リ {ダースダイジェストに風船爆

習の記事が載ったのを讃まれま した。日本ではアメ リ

カ側の完全な報道管制lの億その寅効がわからず，途中

で中止したが，これを綴け慎夷弾に重黙を置き，細菌

弾でも併用されたら相蛍な脅威と賓客を受けたで、あろ

うと代絡が語っており，日本から放たれた 9千個の

内，約千個がアメリカに，約3百個がメキシコ，カナ

ダに辿りついたとのことであります。 1議米の高Zさを

直射日光と零下50度にさらされながら太平洋を横断し

た気球がコシニヤグ引き和紙で作られたもので，同時

に放たれたゴム引き絹製のものは大部分途中で藻暦と

なってしまったそうであります。これについて米関海

軍研究所やカリホルニア大謬で研究され，水素の不透

過性のすぐれていることが寅鐙されたそうでありま

す。先生は猶特のよさを持ち乍ら，ゴムや洋紙のよう

に深い研究もされずにいるのに観心を持たれ，町田教

室と協同でこの研究を始められたとのことでありま

す。爾先生の研究を始められた動機は異なっておりま

すが，とりあげ方， 考え方に相遁ずるものがあります。

私が和紙抄主主用粘液の研究に手をつけて疑問に思っ

たことが4つあります。第1は網朕構造の問題，第2

は粘液にはこのような特殊なものでなくとも，澱粉糊

ですとか，C.M.C.， アルギシ酸ソーダ等天然，合成

いろいろなものがありますが，これらの粘液を使って

も普通みられるような地合のよい紙はすくことができ
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ず，それ'亡、いて黄濁葵の根で、すとか，のりうつぎ〈さ

びた〉の内皮，うりはだかえでの葉から得られた特殊

な粘液だけが紙をすくことができるのは何故かという

こと，第3はこの粘液が放置しても，~堅持しても粘性

を波退する不安定さは何故かということ，段後にこの

本践は何であるかということであります。これらの疑

問はお互に閥聯があるかもしれません。

まず貨萄葵粕質物の本鐙でありますが，大正11年小

津太郎氏が丹念に分析した結果を後表されておりま

す。蛍時としてはよく研究されており私共もよく参考

にしておりますが，高分子の場合にはただ成分がわカか通

つただけけ-で

‘ れているかという所までで、研究しなければならないのでで

あります。瓦や材木，煉瓦，セメ y ト袋が置いてあっ

てもどんな恰好の家が建つのかわからないのでして，

作り方によって性質の全然異ったものになるのが高分

子の特徴であります。小津さんの研究の後，昭和19年

に小栗先生は小津さんの研究に訂正を加えられ，成分

にガラクチュロ Y'酸のあることを渡表されました。こ

れはこの粕質物の研究に聖母する大きな貢献でして，そ

の後町回数援により昭和23年にこれの分離確認が行は

れ，今日どこの研究機関でもこの考えの下に研究を進

めているのであります。

ウロ y酸というものは糖類の第一級アルコ ール基が

カルボキシル基で、置換されたもので，現在知られてお

りますのはグルキュロン酸，ガラヂチュロン酸，マン

ニュロシ酸の三つであります。第1のグルキュロン酸

は酒を飲む方にはおなじみのグロン酸の主成分であ

り，第2は策局葵やジャムのできるもとになるベクチ

ン等の植物粕質物に含まれており，第3はアルギン酸

の主位を篤しております。アルギン酸はマンニエロン

酸がグリコシド結合をしているのでありますが，黄聖司

葵粕質物の方はガラグチュロン酸とラムノ{スからな

るラムノガラクチュロナイドが骨絡を鴛しておりま

す。ここまでは京都の方も私達の方も考えが一致して

おります。成分糖としてはこの外にアラピノース，キ

シロ {ス，ガラクトース，グルコース等が考えられて

います。これらとラムノガラクチュロナイドとの関聯

性が問題であります。粘質物の本位については小栗先

生，町田差支援の設が護表されております。

次に粘液の性吠でありますが，ねりは非常によく糸

を引く性質があります。水飴も糸を引きますが，あの

ように高粘性の字国健でなく，低濃度，低粘性でよく

糸を引きます。曳糸性と呼ばれておりますが，この性

質については東大の中川鶴太郎さんがレオロジーの立

場から研究をしておられます。曳糸性が一定値の揮

性，粘性の直列的組合せによって起る現象であるとし

ているのであります。他の粘液と異なっνねりには事事
性の因子が大分加はっています。 ワイセ Yペルグ効果

もみられます。ということは液中で粘質物が構造を持

うてし、るということになります。これに閥聯してねり

にメチレ yプリユ{液を滴下して顕微鏡下に観察し得。

る網紋構造があります。メチレンブリュー以外にE理化

クロムの水溶液等で‘も観察することができますし，ね

り以外にも遁首な{際件で，アルギシ酸ソ ーダ，ゼラチ

ン等の粘液でも観察することができます。しかしねり

の場合最も容易にまたはっきりと見ることができま

す。特殊な粘液で見出されたので，今まで、誰も寄託のつ

かなかったコロイド化祭的にみて興味のある現象であ

ります。現在ねり中の構造は二次構造と呼んで研究し

ております。それから粘液中の繊維の沈降速度，沈降

値積の測定を行っております。ミキサーIli&理して抄紙

能力のなくなった粘液や，c'M，C.等の粘液とミ キサ

ー露理しない抄紙し得るねりとの問には顕著な相違が

あり，これよ りねりと繊維との相互作用が抄紙し得る

理由であろうと推論しているのであります。町田教授

は粘質物の研究に粘液をオートクレ{プで庭理してお

ります。これが一番傷めつける方法だと思います。私

共の方では粘液の研究に数年前よりミキサー慮理，超

音波Ili&理を行っておりまず。本年の日本化摩舎年禽で

は後藤教授の方でもミキサーllI&理を行って研究してお

られます。私共の方では今度の年舎では高分子電解質

としてこのものをとり上げて研究した結果を報告致，し

ました。ねり中で粘質物はいはば黄濁著書酸のカルシウ

ム盤として存在しているのて・して，向じ高分子電解質

でもアルギン酸やC.M.C.のカルシウム撞は水に不溶

であります。話が細かくなりますので詳しいことは別

の機舎ということにしまして，小栗先生の日本紙に関

する研究にはこれらねりの研究の外に，日本各地の日

本紙2百絵種を集め，この中より42種を選び，懸微鏡

による観察や，厚さ，重さ，友分，抗張力，破裂度， 耐折

度の試験等も行はれ，各種の日本紙の原粉配合獄態，

庭理朕態，性質，分類等の研究を行っておられます。

詳しいことは工業化撃雑誌の先生の報文あるいは早稲

田大拳創立70周年記念出版の先生の日本紙の話という

著書を街I費頂けばよいと存じます。何れにしましても

世界に誇り得る日本紙を有する我が早稲田で日本紙の

研究が着々と進められておりますことは意義の深いこ

とと感じている弐第であります。
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製紙工業の現況

小栗先生の停年御退職に蛍り，本タは謝恩の盛宴が

催され，これに先だち先生の謬聞にかかわりある門弟

の一人として，不曾波逃が，何々か御話しをと言ふこ

とになり，私の従事する製紙工業の現況に就て，私見

を申上てその責を塞ぐことになりました。

原紛パルプ

工業資源、と してのパルプ材は， 一般産業の原草寺に較

べ，豊富であるとは中されない。本州中部地方にパル

プ工業が創始されてから，まだ60年位しかたたない

が，最早バルプ材が充分でなくなって来た。バルプ工

業は森林を求めて北進し北海道から樺太に進み，良質

の北洋材を暮らバルプ化していたが，終戦によって全

くたち切られ，只今では南へ南へと四閤九州方面の山

野に進出して，パルプ材を求めている。赤松とか山毛

棒とかよりごのみも言へず潤葉樹を含めて切倒してい

る，成長石敷の二倍量も伐採している。針葉樹は平地

林に多く，奥地に進むに従って針葉樹が少くなり.i関
葉樹が多くなる。中央山脈道路の如きが開設され，関

土計登が出ラ~.植林政策が堅持されても， 年々 2∞1$，

屯ものバルプを出産することはパルプ材として困難に

思ふ。

パルプ曾舵

現在メルプ舎祉と目土名を附したものに，紀州パル

プ，図策パルプ，輿図人絹パルプ，山陽パルプ，白河

パルプ，中越パルプ， 東北パルプ，東海パルプ，東洋

パルプ， 南信パルプ，日本バルプ，西日本パルプ等々

大小多数のパルプ曾祉がある。然しその何れもが純然

たるバルプ禽枇ではなく，抄紙機械を祉内に据付て，

パルプから紙へとー賞作業をしているものが多い。一

方王子製紙，十燦製紙，本州製紙等製紙を枇名に冠し

ても，原糾パルプは自給の途を言語じ夫々メルプ工場を

持ってー賞作業を，している。それで今日ではパルプ合

祉と言ひ製紙禽枇と言ふも，それは車に名稽で:あって

管業内容でないことが判る。

パルプの穏期

亜硫酸パJI，プには，未晒亜硫酸バルプと晒亜硫酸パ

ルプとあるが，未晒ilP:硫酸パルプの領域に未踊クラフ

トパルプが侵入 Lて来たので，来日西亜硫酸パルプは主

tと新開港取製造工場などの特定工場が幕府すややうに

本 特殊製紙株式合枇常務取締役

* 
渡 溢 薫

なった。晒E硫酸パルプを更に高度に精製したもの

に，人絹パルプがある，前に中上たバル7・舎i止のうち

歎祉は人絹バルプの有力メ ーカーであります。製紙バ

ルプとしては販賢しないが，人絹パルプに精製して阪

支している，この意味で確にパルプ舎祉である。

クラフトバルプにも朱晒グラフト ι 晒グラブトの
二種類があります。未晒グラフトバJlプは包装紙.絶

縁紙等にj1I来急激にJIj途が績大されて来ま した。栖F

ラフトパルプのプ7もま.子製紙，日本パルプ等で世界に

も優るj車線式蒸究手法で，優秀な晒クラフトパルプが生

産し始められたので頓に需要が開けて来た。殊に北洋

材不足時代，針葉樹材飲乏時代，赤松でも潤葉樹でも

何んでもござれ木といふ木は煮、塞すと言ふ恐ろしい時

代に人ったので，好適のパルプ製造法である。それで

今日では廃業樹が20%もパルプ材として使用されるや

ぎになった。最初バルプ曾祉では賢葉樹を針葉樹に混

煮、していることを隠していたが，政府の慾懇もあるの

で，廃業樹と針葉樹を分けてパルプ化し販費 してい

る，針葉樹パルプ庚葉樹メルプともに夫々良い特徴を

持っている，これを混煮したのでは夫々の特徴が失は

れてしまひます。

昨木パルプは新聞袋取叉は中質紙の主原粉であるの

で，それらのメ F カ{に一貫作業で・生産されている。

それで商品と しては市場に殆んどありません。

セミケミカルメルフ・はその名の示す如く. ~卒木メル

プと化準的パルプとの中間的な作り方で、出来たメルプ

である。符木パルプが夜明されて間もなく，生木を稀

薄な苛性曹主主溶液で蒸煮して昨木したのが，セミケミ

カルパルプの最初であった。 t量時は褐色バル 7・の名:穏
であった。今日では苛性曹主主の外に種々の薬品が使用

され.J吹量の多い優秀なメノじ 7・が製造されている。非

常に特徴のあるメルプで今後益々渡展するものと思は

れます。

わらメノLプ，竹バルプ， リンターメルプ，木棉バル

プ，故紙バJl-プ，籾皮バルプ， 熊笹パルプ，甘藷蔓パ

ノLプ，藤蔓バルプ，海藻パルプ，豆稗メルフ・， 葦パル

プ等々色々のパJlプが需要に燦じて出てくる。日本の

原木事情が前申した如くでありますから，わらメル

プ，故紙パルプの如きは特に重要視せねばならない。

製紙工業の種競
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先づ手漉といふのがあります，これは緒，三極，雌

皮，蹴等の靭皮繊維を用ひて高級の和紙宮製造する業

である。これらの繊維は長繊維で柔軟細小であるか

ら，水中で互に纏絡矯吟に均一に績散させることが，

なかなか困難であります。それで貿易葵根粘液を使用

して繊維の績散を良好ならしめています，小架先生は

晩年手漉和紙，機械漉和紙その何れにも歓くことの出

来ないこの黄萄葵根粘液に針し，根本的な深い御研究

をなされ，拳界は勿論，業界に多大の貢献をされま し

た。この研究はなほ篠原先生に引縫がれ大成を見んと

しています。糞萄葵〈一般には『ねり』叉は『たもv
は，明治，大正，昭和と三代に亘る事者が，面白い研

究であり，重要な仕事であるとなし研究に出愛したの

であるが，中途その困難に挫折して放棄した，難題中

の難題であります。手漉業は土佐，美i炭，越前，駿

河，石見，甲斐， 武蔵等の山間浜、流地に繁昌し，その

或るものは全く美術工芸芸品であり，叉特別のJfl途とし

て外園にも多量に総出されている，我園1専統の布l紙業

であります。

機械漉和紙業は，従来手漉していた和紙を国網抄紙

機叉は短網抄紙機.('，やはり貿易葵根粘液を多量に用

ひて製造している製紙業であります。日本紙業，小田

原紙，業佐野製紙を始めとし，静岡豚東部，四閥北部

に顕著に集中繁策しています。

新聞用紙，印刷用紙，皇室記用紙，包装紙のはか，各

種の特殊紙を製造している洋紙業があります。特殊紙

製造業には小規模のものが多いが，新聞紙，印刷紙と

なると，大規模のものが多く，特に近代化，合理化さ

れたー賞作業である。例へば王子， 十{際，本州，三

菱，大昭和，北越等々洋紙業の代表である。

包装用絡が験後特に汎用されるやうになってから，

板紙の需要が念、激に滑加した。従来の木箱等の不便利

不経済から紙箱容器にと急襲している。板紙抄迭には

国縞抄紙機が採用され，漉槽を童文個併置した大規模の

もので量蓬されている。欧米には特に大規模のものが

多い，それだけ紙箱が各種の容器に使はれている。板

紙曾祉には高崎のま口く専門を様携したものもあるが，

時代の要求により今日では本州，大昭和，三菱等洋紙

禽祉が盛んに板紙を量産している。

紙耕の化撃的な慮理

漂白となると最近まで，亜硫酸パルフ・が主であった

が，今日ではクラフトバル 7'の漂白が盛んになり，白

色度英他に就ても亜硫酸法と鑓りない。 E卒木パルプ，

セミケミカルパルプに就ても種々の漂白剤が考案さ

れ，白いものが出廻るやうになった。精製された悶ク

ラフトパルプは所謂人絹バルプと獲りなく，溶解朋パ

ルプとして使用され始めている。

着色糾としては直接染糾，堕基性染草寺，顔桝等が主

な着色剤である。巌近汎胤されるやうになったものに

室長光染、厳と有機顔紛がある。糸や織物の如く丁寧な媒

染剤，廃理淘jによって巧妙に染色することは少し加

温，援枠，定着朔u(明答〉によって，簡単に色止して

いる欽態である。

耐水性附奥型車jとし て松脂，マレイン酸，脂肪駿，

峨，パラフィシ等の鹸化物叉は乳化品が一般に用ひら

れています。メラミン，尿素樹脂等は潟潤強力紙を得

るために，タオルベーバ~加工原紙などに最近使用

し始められた。これらは明磐，毒事土，硫酸などで過賞

にPHを調節し，繊維素繊維に定着して目的を達して

いる。吸取紙はこれらの薬品を使)-¥1しfμ、ので，よミ

水を吸牧するのである。

紙に不透明を輿へるために，日貨物質微粒子を加へる

ことがある。白土，タルク，硫酸パ リウム， 茨酸カル

シューム，チタン白等々各種の臓物質物がある。多い

ものは30%もの磁物質が紙に含有されることがある，

僻典用紙の如きはその一例である。

繊維相互間の貼着剤として，澱粉，ゼラチシ，アル

ギン酸. C.M.C.，エシ コガム，カゼイ Y，合成樹脂

類が数多く総mされている。印刷適性，表面性などが
良くなるので，製闘JfI紙等には歓くことの出来ないも

のであります。

除塵援軍

絡麗な紙を得るには，樹種からi封裂して先づ調木作

業を注恵、せねばならなし、。紙の中に芥があってよいも

のはないが，一番芥を忌むものに，地闘用紙，ー海悶j刊

紙，潟民用紙，印刷用紙などがある。一定面積中にあ

る芥の量を粍卒方で表し，芥の測定規準としている。

スグ リー Y，リフ ラー，エルケンセーター， ボル トラ

ップ，〆ーテックス等々除盛装置が色々考案されてい

るが，紙斜中に入っている芥を取るよりは，パルプ中

に入らぬ工夫をすることが要訣であります。一方製造

工場の環境を清湾にせねばならぬので，先づボイラー

煙突Uこは牧塵装置をつける必要がある。工場周漫には

芝生の如きを植込んで，水を46時中自動噴察して，飛

散する芥を持へる必要があります。叉工場内ドライピ

ング等よりZ更生する芥に聖母しては，排風器により作業

塗より排除し，清海な鴻i盈洗百議されたさき焦が，供給さ

れるやうになっている。

叩 解

バルバへピータ「リファイナ「 ジョ ;1ダン等
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の袋置が，繊維の叩解に周ひられている。何れも繊維

の長さを， 泡蛍な長さに~Jみ，遁蛍な小繊維に引裂く

装置であります。紙質決定の大部分がこの叩解装置，

叩解方法によって、決定されるので，製紙工程中最も重

要な作業であります。 叩解の程度を測定する代表的な

測定具にシヨヅパーリグラーの叩解度測定器がありま

すが，如何にも額りない測定具であります。しかしこ

れに優る測定器もないので， 工程管;埋に使用 していま

す。

温度鴎節

パルプは精製工程中常に，濃縮稀稼，濃縮稀撃事を繰

返して流迭されるものである。叩解袋置に来てからは

各種薬品の調合添加により，稀稼の一途を辿り フロー

ボッグス直後でt工拾数倍に稀律されて，抄紙機に運行

されるものであります。最初 7 ~ 8%のものが最後に

は0.1%以下に稀揮されるのが普遜て、ある。 この稀薄

な紙草寺水を霊夜をとわず，同一濃度に維持すること

が，一定の紙の厚さを得るに紋くべからざる僚件であ

ります。紙の J.1.S.規格は 土5%の厚さ規定である

から，紙料水の濃度に撃すしても，これ以上厳格な波度

規制が必要であります。化塁手分析上の規定液にも相蛍

する主確さで，紙斜液を抄紙機に供給せねばならぬ次

第であります。濃度自動調節装置としては従来ト リン

ペリー，チι リレー，デズリック等が採用され，図震

にも各種型式のものが採用され始めましたが未だ充分

に信額出来る調節器が見嘗りません。

紙料水の流迭

繊維素繊維は静水中で、は暫く懸濁欣態をとるも，や

がてスト ーグの法貝IJに依り沈澱し始る。よき懸濁朕態

を永く保有することが，地合よい紙，絡合のよい強L、

紙を得る秘訣であります。特に三事~:2，緒， 雁皮， 献の

如き長繊維で，よい績散状態を得ることは非常に困難

とされています。それで今までも中上た黄萄葵根粘放

が繊維の績散を援けるために，'A'itl寺使用されているわ

けです。東亜合成の『アロシトロン』も黄局葵根粘液

代用に使用されているが，まだ代別品の草去を院しな

い。紙籾*の流迭は常に整流でなくてはならない。些

少の渦流も筒L流も加速度の襲警化もあってはならない。

加速度の繁化がある度に，繊維素繊維は流れの方向に

並ぶことになる。そうすると方向性の醤しい紙が出来

ます。かたわの紙が出来ます。加速度の獲化をなくす

ためには，流管のどの断面を採っても，その形欽こそ

異なれ，断面は同一でなくてはならない，ゴ"_JL-ドス

ミス氏の整流法が高く許領されているわけである。

汲紙の形成

長網と圏網j少紙機とを聞はず，紙籾水が抄網上に流

入するときには，網の速さと紙糾水の速さが同一でな

くてはならない。どうしても一致し難いので紙がここ

でも方向づけられることになる。貝日ち紙に縦横の差が

出来ることになる。合成フィルムの如き粒子組成のも

のでも方向性が出来てしまうのだから，繊維組成の紙

では己を得ないともいひ得る。潟、紙が形成される機構

は長網は溜漉で外部からよく.観察出来るので案外簡単

である。然し園網となると流漉で，外部から観察出来

ないから潟紙形成に鈎L良き判断が下しにくい。外園

では園網楢の内部，水中に照明を施し各所の繊維行動

を顛徴鏡潟真にした研究がある。我園では斯くまで徹

底した研究がまだない。

長網抄紙機の脱水はテ{ブルロ ールの図轄による引

出力により左右され，国網抄紙機は槽内外の水位差に

よりて脱水力がきまってくる。いづれにしても浦温の

法則が適用され，粘性系数が問題になる。小柴先生御

研究の黄濁葵根粘液の効用がここにも現れて来るので

ある。園網抄紙機では形成されつつある潟紙が，水位

差により押へられているので，如何に高速で還鱒して

も潟、紙が飛出す憂はない。しかし流漉であるので，棄

*.したその瞬間，遠心力作用の範園に入るので，潔紙

に{勤く求心力に加勢する波監吸引設備を施さなくては

駄目であります。外閣の商法薗網抄紙機にはこれが常

識となって来たゃうで、す。

潔紙の脱水と箆燥

テープルロ ール，シニ巳{キ，サクションボックス，

サグション コーチ，ロタ【ベルト，サグションプレス

等々一聯の脱水機構により，始め 0.1%位の紙料濃度

のものが45%位までに濃縮されてくる。加熱脱水する

より常温脱水の万がより安債であるので，色々の機構

が験後にも案出されたが，潟紙を麿潰したり，抄速を

損したりするので，今の所この撲を院しないでいる。

アルコ {ルで紙を抄迭したら常温脱水が充分に出来，

殆んど加黙脱水の必要がないではなし、かとまで議論す

る人がある。加熱脱水は主にドライヤーと稽する耐l!lt

容器で行はれている。-個叉は数十個の鋳物製図車事国

筒があり，内部に蒸気を吹込んで表面に押付られてい

る潟紙を乾燥すムる。外図では日本の数倍以上の医力に

耐へるドライヤーが寅期されている。 l火込んだ高熱の

蒸気は，エネルギ{を失ってドレイシトなり，ボイラ

戸給水に廻牧される。ドライヤーと潟紙との熱交換を

有効ならしむために真空乾燥或ひは蒸設水分や熱風の

持去る熱エネルギ{の回牧法も考案寅施されている。

蒸気以外には赤外線乾燥，高周波乾燥，電熱乾燥，瓦
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斯乾燥等も行はれているが汎則されてはいなし、。この

部分にはドライヤー温度自働調節装置， ~ひは成紙水

分自働調節装置が採獲され品質管理上重大な役割lを果

しています。

用水と腹水

製紙工業は最も多く水を使用する工業であります。

一封度の紙を抄くのに 400封皮もの水を必要としま

す。良質の水を多量に得られる所でないと立地{際件に

過しません。軟水であって有機無機の懸濁物がなく年

間を遜じ1500C位で華経質しない用水が好ましい。 主義分

があると白色度を害し，盛分を含んでいるとサイズ淘j

効果を滋少させます。

自量水には二種類あり，化準的な廃理を要するもの

と.物理的な庭理.だけで良いものとある。陵水は属理

せずそのまま河川叉は海域に放流した方が有利な曾I仕

もあれば，/j)&理して利益を挙げている禽枇もあり，叉

損しても蕗理しなくては，農漁村の抗議が強く管業出

来ない曾枇もある。パルプ工場の巌液は蒸煮薬漂白剤j

の空襲形物が含まれているので，化摩的な/j)&理をしない

と，苦サ育も多く不経済でもある。製紙工場の駿液はサ

イズ剤， !民税，繊維類で，普通各種の回牧装置を経て

放流している。

仕上機械

抄紙機の後部には遁常艶付月jに，二基のカ レンダー

が振付られている。これには厚味自動測定器が附隠し

ている。抄紙機とは別にヨットY ロールを交へたス戸

パーカレンダーいふのがあり，薄物紙に感期されてい

る。其他紙の仕上には，シートカレシダ円プリクシ

ョシカレン!J.--， キャリパ{リ ングカレンダ-，プラ

ヅシングマシ:/，フリ y トマシシ，ギロチ:/，カ ァタ

ー， スリッター，ワインダー等種々のものがあり，自

動制禦英他に光電管が際刑されている。

加工機と加工紙

紙そのものにも色々の質があり，それぞれの用途に

使はれているが，防澱性を増し!支いとか，耐水性を附

興したいとか，もっと丈夫の紙にしたいとか，光津を

出したいとか，美術的にしたいとか，種々雑多な要求

があるもので，一・旦出来た紙に加工することになる。

これが加工機及加工紙である。と ころが戦後アメリカ

的に抄紙機の各部で抄造中， 工を加へて I~ 的を主主する

方法が採用しだされた。この方法は抄紙機本来の生産

能力を，そのためにそこなはないことが要訣でありま

す。加工の方法と しては，プラン加工，ロール加工，

浸漬加工，ナイフ加工，ェーアブラシ加工，スプレ{

加工，印刷加工等々近代化された加工法が綴出 してい

る。加工紙禽祉と しては先輩の経管されている日本加

工製紙，日本クロース，日本ファイパ{等々特殊なも

のだけに非常に種類が多い。

11~ と潤滑

ベルト，ギヤーを多用 したウオムズレードライピシ

グが多いが，抄紙機の近代化と共に超高速の抄紙機が

出現し，機械幅や長さも増大したので，従来のライン

シャフトで:'f;t不便不可能になった。それで験前からも

あったが，親モーター， 子モ戸ターで運鱒するセクシ

ヨナルドライブが多くなった。荷重，クラッチ等もハ

イドリッグ，ニューマチック，エレクトリッ グに事怒り

つつある。潤滑も夫々の音f，分で自動潤滑法が採用され

ているので管理面でも入手を省くことが大である。

~電と熱管理

只今のところ畿電は水力と火力である。タービンや

デイゼル軸に直結して動力化する特殊事情の工場もあ

るが，大部分のー工場は一度設電して動力化している。

設電，送電，幾電，配線となって工場の末端計器類に

まで参透して来ている。紙が水商買で‘あると言ふこと

は潟、紙乾燥に要する蒸気商買でもあります。紙一封度

製造するのに良質の石炭ー封度を必要とします。それ

だけに黙管理が重大となって来ます。給水のためのイ

オシ交換樹脂の採用，スチ戸ムバイピング，〆イゼス

ター， ドライヤー， ドレン回牧，ボイラーの薬品洗縦

等熱管瑚!面活動が最も重要な産業の一つであります。

結 言

パルプ，製紙，加工紙工業は，他の産業もそ うであ

る如く，優良な製品を安債に常時定質で製出すること

に，主力を注いでいます。それで.原材籾の受入徐

査，工程絵査，製品験査が壷夜の別なく行われ，研究

も多数の技術者が，新製品の製出に，新製法の案出に

精力を集中 しています。

事生諸君に在学中の心得と して私見を申述べ度いこ

とは，基礎謬科例へば験準，語拳，物理!，化祭等を高

い程度まで充分に合得して貰ひ度いことである。基礎

ある技術者は自分で研究の難闘を切開いて行くもので

ある。
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ピスコ{ス・プラントの近代化に就いて

今回小栗先生の停年退職の記念講演舎に，お話/1¥米

ますことは光楽の至りと存じます。只今宇野先生より

多年にわたる小栗先生の数々の研究が紹介されま した

が，その中に繊維素工業に関係している苦々が特にA

要視しているものがあります。それは繊維素の吸線に

隠するもので， 繊維素のlJ!k潟理論立主にその貨験式であ

ります。繊維素のlJ!k潔に就い て多くの謬者が研究さ

れ，特に Langmuirの研究は有名でありますが， 結

論に於ては小栗先生の主主験式を誇拶jしたに過ぎないの

であります。吾 は々常に素晴らしいものだと賞讃して

いる次第です。本日の私の講演は 「繊維素皮膜」であ

りましたが，之をお話しますと自然合成樹脂皮膜まで

言及しなければなりませんので先生の御専門の繊維素

化皐の限界を越えることになりますので表題を獲更し

まして「ピスコース・ プラシトの近代化」と致しまし

た。我閣の花形建築である人絹，スフ，セロフ γンの

'製造はピスコース工事長であります。 此の業界に於て，

機械設備 の近代化. fmち生霊童コ戸スの合理化並に
Automatic化は寅に目覚しいものがあります。今日

はその中，、ピスコース製造部門についてお話Lます。

さてピスコ【ス製造コースはパルプ搬入→アルカ リ浸

渓機(バルプ帰入，アルカり 液注入，パル プ~搾， 耳支

出)→運搬→アルカリ繊維素粉砕機→運搬→アルカ リ

繊維素熟成→益事正総迭→アルカリ繊維素硫化溶解→ピ

スコース→i慮遜→紡糸でありますが，各段階を混じて

約50.......60時間を要し人員も生産量に際じて.60.......70人

を必要とします。 従来の此の方法を棄てて.Slurry-

machine. Shott-ageing machine.並びに Flash-De-

aerating tankと入換へて，総選， 還時，温調 (加湿，

冷却).各薬液の濃度，流量，温度等の調整を Auto-

maticの Sytemに切換へますと，作業時聞は約1/4

以下に短縮され作業人員は1/3にて充分となります。

さて Slurry法とは今次大験中に ドイ ツに於て研究さ

れたもので，バルプをアルカリ浸漬液でスラ リー欣，

即ち粥J伏にして浸漬を短時間に行い之を主主綴的に医搾

する方法であります。 Slurry法を筑施するに蛍り種々

考案されて い ますが. Screw-press法. Vaccurrト

Filter法.Sieb-Band法等があり，此等を叉各工場で

改良を重ねて完成されたものの中，箇:際に使mして盤

* 東京セロファン紙株式合枇取締役工場長

畑山 一郎

債をあげているものは.Rayon-Consultants祉の

Roller-Press法があります。 之は Du-Pont祉の特許

になっているもので，新三菱重工業KKが Ray-Con

耐と提携して製作しています。この型は閣内のスフ工

場で多く使用されています。叉別に Oscar-Kohon祉

は.American-Viscose i祉が完成した Rotary-Press法

を三菱鹿島造船KKと技術提携して製作してい ます

が，我闘では未だ使用されていませんので私の東京セ

ロフ ァン紙KKで今度始めて採用することになり東京

工場に建設中で6月に濯鱒致します。その他閣内のも

のでは京都大撃の姻尾，高君主雨教授の研究になる

Screw-Press法がありま して，此の機械は優秀なもの

で 1.......2のスフ工場で使用 しています。 セロファン工

場も広の推奨で最近設置した工場が2-3ありますし，

亦我々の合祉でも演松工場に据付け既に蓮穏中であり

ます。結果は我々の議想以上の素晴らしいものであり

ます。種々考案された Slurry法の中， 我園で最初の

採用である Oscar-Kohon祉のものを設明 します。 之

は先程申 し上げま した American-Viscose枇で， 元

はオレンヂ・ヂユ{スを絞る堅型の ものを 改造した

Screw-Press法の Slurryであります。 アルカリ繊維

素の熟成は今まで.ageing-Canに詰込んで 22"，，;23
0C

位の恒温室で約30時間程の熟成を行うものであります

が，スフ工場やセロフ ァン工場で‘はこの熟成の短縮を

狙って種々考案されています。漣綴的な方法も各閣で

試みられていますが，必ずしも満足なものではありま

せん。それで最も多くf即日されているのは，アルカリ

繊維素を Werner型粉砕機で粉砕するとき，繊維索

の自己後熱を利用L. 交にその上加温 して. Short-

agemgを行っていますが，此は矢張り Batch-System

で、熟成時間の短縮は行われたと しても作業の箇i綴は免

れません。 Oscar-Kohon枇では之を漣績的に行い所

謂連績熟成機を完成し提供しています。我闘では 1-

2の舎祉が試験的に採用 しているが，良好な結果を得

ているので私の所でもこれを設備致しました。さて聞

によりま して簡単に作業方法を説明致しますと，先つe

第ーに Pulpの供給であります。 Pulp-Feederは単位

量の Pulpを漣績がjに返り込みます。そ して之を定量

に調整する装置があります。 Merrick-systemと穏し，

その精度は 1/300誤差程度で優秀であります。 次に~
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って濃度，温度の調整されたアルカリ液が Pulpに注

入され次の Blenderで粥欣にされます。(此時の温調

は大切です〉この Slurry献の繊維は堅型の Screw-

Pressで所定の医搾率迄絞り上げます。 Vane-Feeder

の総主主絡を通り Shredderに入り粉砕される Cyclon，

Vane-Feeder，及び Densifier(粉砕繊維の嵩を調節す

るもの〉を通過して， Short-ageing-machineに入り

ます。この machineは数 Sectionに区分され， 各々

所定の温J度に保たれて，繊維の通過量，温度調節 (加

温，冷却〉により アルカリ繊維素が熟成されて，指示

された分子重合度迄低下するのであります。 此れより

先は Vaccum-Kneaderに総逸されて硫化溶解され，

ピスコ ースになります。以上お話しました如く， Slur-

ry-machineと Short-ageingmachineを安達なる 1

つの作業単位として蓮輔操作すること，並びに移動速

度， 秤量，アルカリ 濃度，アルカリ温度， ~搾度，粉

碍度，アルセル温度 (加湿， 冷却〉等の調整はすべて

入手を避け， Automaticに行われることが，この合

理化の技大ポイシトであります。

ゼスコースは粘繍な液鐙で院泡工程はか

なり困難なものであります。奮式な脱泡方

法を簡単に説明しますとA，B2つの tank

を則い，A-Tankにピスコ【スを主主入して

Cockを閉じ，三知こ2時間位15mmHgで

Vaccum し， 更に 4 ~5 時間 7~8mmHg

で!Ä~度を高めて完成院泡します。それか

ら逆に Tangに加座して cockを開き紡糸

(製股〕工程へ送り出します。この作業を

A， B 2つの tankを交互に繰返してます

が，大聖堂繁雑です。 之を蓮綴的に しかも ピ

スコースの総主主量， lA~茎度， Vessel内のピ

スコース量を Automaticに Controlする

ものを Flash-Deaeratingtan k と云 い ま

す。闘を参照されまして，先づピスコ戸ス

は Feed-tankに入り，Vaccum-Vessel内

のピスコース量に腹じて pumpにより滋

り込まれます。 ピスコ戸スは Deareting-

Vesselの周墜に添って肱泡，沸騰されなが

ら落下します。この Vessel には 1~3 個

のSteam-Ejectorがあり，IX~さ度を調節し

ますが，それに藤じてピスコ戸ス温度は2

~40C の範園で低下するものです。 Vessel

の底に院泡されたピスコ【スが溜り次いで

向型の pumpにより流出させられ，紡糸

(製膜〉工程へ進みます。此の設備は全く

入手を要することなく，常に一定量のピスコ F スを濯

綴的に脱泡補給出来ますので，作業の単純化と作業員

の節約は寅にすばらしいものであります。この様に新

しい考想の下に設計された設備と操作の Automatic

の方法は御承知の如く常に安定せる製品を得ること，

得率の向上，人員の節約，及び工場建物の節波等の結

果をもたらします。逆に申 しますと同数の人員と建物

があれば従来 3 ~4倍の生産が梁に行えることです。

この目的は人員整理を狙った単なる合理化ではなく，

寧ろ積極的に増産と製造コストの低下を笈行しよ うと

するものであります。
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曾 務報告

〔曾員 消息〕

日本石油株式曾枇取締役製造部長牧親彦氏は去る 7

月18日夜9時過羽回遊日航機で外遊の途に完まかれた。

石油関係調査の鋳の調査闘員として各閣特に合衆園嘆

の他を訪問され. 9月下旬皇帝朝の珠定。

多年に!ii:lJ.吾R雇用化率科教室の震め講師(製図〕

を御願いし. 3年前停年退職された工務博士大野民生先

生は 7月4日兼て入院中の東京病院で永眠さ れた。こ

ふに熟知の分御知らせ致します。信先生は最近極めて

健康に恵まれ， しかも御承知の節炭機 (dnomizer)を

議明考案され期界の注視の的であり，事業化が可能で

あることを眼前に見て逝去された.iuJに惜しみて餓 り

あPと言うべきである。惜別の情禁じ得ぬものがある

次第です。叉態化事生の矯め本嘗に熱あり叉迫力のあ

る製園教育を見て戴いたことに針しては心からなる感

謝の:叡を表し度いと思います。

工場 見畢按行

本年度よ P第四準年生の工場見拳旅行の一部を春の

事年末休暇を利用 して行う乙とになり.下記のように

見拳を行った。

3月25日(月〉京都大事化事研究所

害事屋山崎工場

3月26日(火)大阪工業技術試験所

日本油脂三図工場

3月28日(木〉奥蛮石油麻里布製油所

3月29日(金)宇都興産室索工場

宇都興産セメント工場

1中ノ山炭坑

3月30日(土)八幡製織所

三菱化成果崎工場

毒暴力目皐生42名，世話人 剣持忠男，牧野兼久，横嫁

功指導教員大坪義雄。

本曾記事

評議員委嘱 6月10日(月)合長より下記の諸氏に

昭和32年度よりの評議員が委婦された。

山海松男 柏木 登 稲田勇太郎 中海克己

色川御 j乱 桑原光雄 小川政得 高木外次

芳賀惣 f台 林 浩明 事告藤繁雄 鳥居敬文

荒木一郎 七井永 森 有竹四郎 高木暢太郎

秋 山 稜ー 牧 親彦 宮本五郎 浦川倍裁

骨申原 間 綾弁貞夫 照井純 f台 青 山 国

小寺孝男 図上 信 富岡安ニ 畑山三li!11

横山鹿之助 中島文彦 山本明正

山口 f豆大 伊藤 孝 百武 寛
井上正雄 大友恒夫 山本研二郎

安倍通夫 岩 崎 喜善 小里子 ~ 

関根吉良11 太田隆治 種村哲哉

柴田嘉一郎 太田 昭 西 j協六J!II

富里 i率清茂 田中 百J 中曾根嘉三

大原定夫 高橋祭 ニ 山崎林進

遠山俊二郎 柏木希介 嶋 中卓見

川 手昭平 杉 山 馨 百目鬼 清

本田伶土 松本俊雄 木巴隆保

堀内志郎 宇佐美昭次 山 t畢貞雄

米山 洋 寺内淑晃 中川文i事
IJ、田五郎 吉田茂治 高官信夫

伊東輝夫 山田寅之助 藤井達夫

村松林太郎板倉宗男 岩城兼太郎

安塚久夫 右官官達二 菅野智彦

積溝克己 棲井貞幸 星野二郎

以上 99::g外に副曾長水野敏行

監事肝 f寸兼笑

教室 18名

出雲敏男

飯島義Jl!11

井上 ~ 

鈴木正義

石井欣次

高嶋 幹

宇津木淑夫

岡本重晴

上回忠雄

打矢文俊

大野博茂

田和恭介

大隅康之

白崎正彦

更科貞夫

犬塚 克己

渡溢敏弘

定期役員曾 32年 5月16日(木)午後5時半 より定

期役員舎が開催され，合長および監事の選出がおこな

われた結果合長に山本研一氏，監事に肝付兼英氏が再

選された。 iU合長は従来通 P水野敏行氏，宇野昌平氏

に依婦された。

さらに，合則の一部を次のように聖書更した。

第 5僚

4 評議員

(ロ) 各年度卒業生中より 3名以内選出された

もの。

第 9ft康

本舎は毎年1回以上早稲田感用化事曾報を後行す

るものとする。

第10保

正合員中卒業生及び有志合員は年額50目阻，拳生

合員a.300 [圏， また特別合員は年額1口(1000闘)

以上を納付するものとする。但し正曾員および有

志、合員は 5ヶ年分 2.目白日111として前納を認める。

(出席者 30.委任欣 49)

役員曾 6月20日〈木)午後5時よ P大限曾館にお

いて新評議員によ る役員舎を開催。本年度事業計登に

ついて合長より報告があった。出席役員 22名

常倉前記役員舎と引きつづき，午後6時よ P大

限合館において常舎を開催。山本明正氏による「欧米

の !l~ 1レ工業J. 青山国民による「豪州漫談」 と題す

る談があった。出席者 71名

* 28 * 早稲田慮用化穆曾報



昭和31年度曾計報告

牧支決算表(皇12認22;品目)
牧入 | 支出

科目 い金額l 科 目 |金額

前期繰越金 152，983 11名簿刊行費 I87，790 

正曾員舎費 1203，420 11悶護送費 8，820

有志曾員曾費 2.400曾報63競刊行費!68，975 

前納舎費 9，25川間後送費 ! 9，690 

皐生舎貝曾費 0，00川集 舎 費 122，175 

庚告代 30，50川|通信費 121，860 

寄附金 6，50川支部費.1 5，000 

2.1叶人件費 14，∞o 
預金利子 1，180 振賛料金 4，720 

振賛用紙 3，750 

事務用品 10，520 

交 通 費 600 

雑 費 2，353 

一[日l lt 
貸借単語照表 (日目制2年3月31日}

借 貸 方方

科目 ;金額 1 科目 |金額

銀行預 副 社 7日 11前納舎費積立ムil石00
郵便貯金 69，10011次期繰越金 77，914

援賛貯金 9881 ~ i 

現 金 8，067:1 /'  

〔編輯よりの御願〕

御承知の如<，筈早稲田態用化事舎は年を経るにつ

れ年々曾員の数を増加致しまして， 現在校友倉員 1，

500名， 事生合員 300名其他教室及び有志曾員等を合

せる と貨に 2，000名に黍k とする挙舎にまで進展した

ととは湘に御同慶の至りと存じます。今後教室と校友

と穆生とが連絡を緊密にして主主k結束を確め，相互の

啓主主と親睦とを深bて行ったならば，他の皐舎では到

底看られない興味ある雰園気を醸成し亡行〈のではな

いかと期待し，且とのととを希ふ次第である。又私埋葬

第24巻 64競 (1957)

次期橡算表 (錯誤izjiAE)
牧入 I[ 支出

科目 i金額 li 科目 |金額

前期越一長 lm 14房副i尋問 240，000
正有志合員舎費1190，00011 集 合 費 I 50，000 

事生曾員舎費 90，000 通 信 費 I25，0∞ 
庚告代 I 60，OOO!!人件費 1 20，000 

雑収入 2，鰯 [支部費|ιo∞
振賛料金 5，000

事務用品・雑費 1 5，000 

i激備金 170，000 
一 一 一一一一一一一l 一一一一一一一一一一一一←ー
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の興敗はかかって積極的な賞事者の施策と，特に校友

諸賢の熱烈なる愛校心に基づく支援とが，如何にある

かと言ふことで結論附けられると確信致します。従っ

て絞友なくして私事な しと言」、 ζ とも言い得 る様に思

います。そこで御願致します乙とは， 乙れ等の私単に

於ける美貼を如何なる兵鐙策で更に闘滑に進めて行〈

かと言五、問題についてでありまして，乙の件に関 して

は合員会鐙で検討しなければならぬ最大の問題と思い

ますので，篤と御考え下さってどしどし御意見を披露

願い度いと思います。

御承知の如し本舎はその機関雑誌であ る早稲田賂

* 29 * 



期化単合報を霊童刊 して，J!王K今回の分を入れると64務 更に本合報は何れかと言ふと，同窓舎で編斡して居

に達して居ります。叉文部省関係でも或は他の一般事 る，言はば内々の雑誌であった関係で，永年の弊害と

界でも事術雑誌として認められて居ります。更に亦こ も言ふべきマンネロズムに陥って居る感じがする， ζ

の曾報が合員相互の良き鮮となり，相:互の理解と啓霊童 のととは本合報が必ずしも将来大をなす所以でないと

と親陵とを深bてきたrばかりでなく， 多少な Pとも吾 痛感するのであります。叉教室では既にこれ毒事に関

図事界に貢献 して来たこ とも事貧想像に難 くない所と し，何回とな〈議論が戟きれたのでありまして，校友

思います。従って今後10年，20年と年を鍛え多数の曾 諸賢に於かれでも恐ら〈革新的な御意見を持って居ら

員を擁する様になり，事術画慢として活動するととは れる方が多〈居られると思います。叉舎報の目的と内

勿論，庚〈合員数言の場として有力なものとなる矯め 容 とは勿読者の ζ と，その形式，鐙裁，護刊回数，庚告

には，愈その雪量刑j回数，内容及組織を改善しなければ 問題，其の他経費等に踊しでもこの際是非共御言葉を

ならぬ と思います。乙れ等の事情によ Pまして今回合 賜り度い と思って居 ります。就きましては乙の件に関

費の値上げを役員舎一致を以て決定致 しましたのも貸 して，適蛍な方法で出来る限り早い時期に奥論調査を

はとの主旨に外ならぬのであります。私等編輯に直接 させて裁き皮いと思います。是非諸賢の率直な御意見

たずさわるものとしては主主々勉強して，以上曾報の目 聴かせて下さる様御願い致します。

的主旨を完全に猿揮する様努力する考えで居 ります。 倫挙術雑誌と言五、立前から，報交には今度再び欧文

然 しこれがためにはなんとしても，合員の愛絞心に基 抄録を附けることとしました。御承知かとも思います

づ〈熱烈なる支援がなければ有終の美を獲得する ζ と が，この問題は教室でも色々意見がありまして，前敷

は困難 と思います。 競にo:!J削除して居った ものでありましたが，本舎報
現況では編輯委員としては，年 3包l叉は 4凶， 合報 掲載の報交が貿際に外闘雑誌にアプストラク 卜された

を愛刊致 したいと思って居ります。取敢ず次の第65務 事 もあり，叉大いに将来アプストラタトして裁いて，

は10月下旬に出版することを毅定して， 着々準備中で その債値を天下に間五、た占うにも，乙の廃置が適笛;と思

あ ります。本年は f度事図創立75周年に蛍マ りますの った言撃であります。将来文章なども然るべき専門家に

で， との記念競として編輯し度いと思います。就きま よって訂正吟味して，磯貸のものを出したいと思いま

してd曾員の皆様各々が多年に至 !1，技術的及び穆問 す。最後に一言御詫致し度い と思います。今回編輯委

的に多〈の蓄積を御持ちのことふ存じますので， との 員が交代 したので，何かと不手際のことが多〈あ P申

際これ等の革担蓄を研究報告，綜説，或は抄録叉は技術 課なく思って唐 Pます。 ζ の第64放は小栗先生名響教

ノートの如き比較的短いものでも結構ですから， 400 授就任記念特輯であったにも不拘，以上の様な認で御

字詰原稿用紙として20枚以下(圃面，表共本紙約4頁 覧の通りのものになった事は淘に遺憾と思って居 Pま

位〉の量で御執筆の上， 9月10日頃迄に編綜嘗て御送ー す。との次の第65放は更に勉強して，もっ と厚みのあ

附御願い致し度いと思います。f"J大須恐れ入りますが る内容堂寓なものをき量刊し度いと思って居 9ます。惑

題目と，研究報交か綜説かの別とを御一報願い度いと しからず御了承の程願います。

思って居ります。叉このことに関して合員相互に起つ

た色々な出来事，例へば受賞とか，身分獲更とか，外

遊其の他結婚等でも結構ですから御存知の節は何卒本

舎の方に御一報下さる様〈れぐれも御願い致 し度いと

思います。

昭和32年 8月27日印刷 昭和32年 8月30日護行

強行所

後行人 大坪義 雄

編集人 石 川卒七

印刷 人 安井俊雄

印刷所 早稲田大撃調度課印刷所

東京都新宿区戸啄町 1丁目 647番地

早稲田大撃理工撃部醸用化撃科内 早稲閏臆用化墜曾
包括，34)2 1 4 0 -9 4 14 0 -9援替貯金口座東京 62921
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アート紙 d雇、 V P 1紙
艶紙、~洋紙

本社

工場

東京都干代田区丸ノ内 2-18

王 子 尽 者日

ボ コ ン
ポ 9ゴンは重合燐酸塩を主体とした強力左金属イオン封鎖性を有する無機

界面活性朔jです。

其の性質は

①カオリン， タルク等の無機粉鴨の水溶液中への懸濁分散，及び難溶性染料の滞解

分散は一般の有機界商活性剤より透かに優れて居ります。

②餓，銅，カルシウム等の金属イオンが悪い影響を示す様な場合，例えば工業用水

の調整，染色の正常化，過酸化物還元性物の安定剤，洗糠工業，寝異工業，皮革

工業，食品工業等，総ゆる工業に大いに其の効果を護揮します。

燐イ七皐工業株式曾吐 ・鴨川化工株式曾枇 特約居

曹業品目 界面活性剤，工業用薬品，分析用襲品，繊維助剤，簡媒用薬品

防水剤，防炎剤，ポりゴン，ア Jレギン酸 エステル

株式曾枇千代田化単工業所

東京都千代田区紳回北薬物 町 7

TEL. (25) 3 1 4 7， 3 1 4 8， 7 0 7 1， 



興洋化箪
国産セラ ッ ク

漂白セラ ッ ク

食用染料

合成甘味料シクロン

テトラクローノレフタル酸

代理屈高 橋商応 Tel. (88) 3654 

本枇 ・第一工場 足立区本木町三丁目 2654

第二工場 足立区下沼田町 521

Tel. (88) 1245-7 

Tel. (88) 7194-5 

取締役世長 高 橋 重 博ー

{理化学医療器械・多管式風塵計

営業種目 i度量衡 ・計量器・各種分析器械
¥ U.Gガラス一式・理化学教育用品

製作・販売

信越科拳器械製作所
代 表者 田 中 巌

醤業所 東京都足立区千住末広町43番地

電 話:足立 (88)2 6 4 8 番
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特級

Acet:ic Acid Glacial c氷酢酸〉

Nit:ric Acid c硝酸〉

Hydrochloric Acid c盆霞〉

Sulfuric Acid c硫霞)

Ammonia Wat:er (アンモニア水〉

Chloroform cクロロホルム)

Pyridinecピリヂン)

Anilinecアニリン)

Met:hyl Alcohol cメチルアルコール〕

純正化学株式会社

東京都中央区日本橋本町3丁目5番地
電話日本橋 (24)5166代・ 1760・6108番

工 場東京都中野区 沼袋 30 8番地
電話中野 (:l8) 2 6 2 9 番

出張所仙 台 市本 栃木町 53番地

電話 4 2 1 4 番



型酬IIlIlInlllllllllllllllllllllllllllllll

三 石灰窒素、軍配肥料、カ{ノミイト、酪 酸

三 酪酸ピエ{ノレ、ホルマリン、セメント、堕化ビニール

三 ヂシアン・デアミド、 メラミン、 チオ尿素

i電気化皐工業株式曾融

資本金 20億4000高岡

Z 枇長 野村輿曾市 i 

三 本社 東京 日比谷・三 信

電話東京 (59)6451 (代) 6461(代) 0= 

重 工 場 新潟鯨青海 ・大牟田 ・東京本所 ・溢 川 = 



f 

化学機械装置

蒸溜蒸発装置

真空熱風撹祥乾燥装置

合成樹脂用装置

高圧工業用諸装置

薬品工業用諸装置

食品工業用諸装置

其他一般化学工業用装置

設計製作建設

御使用条件テ御示シ下サイ

株式会社

入江鎮工所
東京都江東区大島町七ノ八 二O
電話城東 (68)3 155. 3166 

お



東京包口!万7シ紙撤武家世
銀座営業所・煎深部申央区銀座 3の3(巴川ピjレ)
電話京橋(56) "q 4 3. 2374. 3573 .7582 
工場・煎京・浜松・喜震方
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ベアリング周:W.N.グリース・ S，S.M.グリース S.

S.，Y.グ Pーズリチウムグリーヌ (Lデ'A.
L.M.L.T.)ルミナイトグPース

自.動 E車巨周:F.M.N民.'グ¥1-ス.S. S 

農 抗 用用.:炭 車グリ一スJワイヤ-L-プ泊
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